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経験豊富な企業・NPOが
あなたの環境学習をサポートします

山形県環境学習支援団体
活用ハンドブック
≪令和６年１１月改訂版≫



山形県では、県内で環境保全活動に主体的に取り組み、施設見学や講座開催
を通じて県民の皆様の環境学習を支援している企業やＮＰＯなどの民間団体を
広く募集し、一定の要件を満たした団体を「山形県環境学習支援団体」として
認定しています。
　このハンドブックでは「山形県環境学習支援団体」が実施している、環境学
習支援の内容をご紹介しております。

☆「環境学習や体験活動を始めたい」と考えた時、どこに相
談したらよいか困った経験はありませんか。

☆環境学習支援団体では、これまで培ったノウハウを活かし
てもっと学校や県民の皆さまに環境学習を提供したいと思っ
ています。

 このハンドブックは、両者の橋渡しになり、より多くの方が環
境学習の機会を得られるよう作成しました。ぜひ、お気軽にお
問合せください！

このハンドブックは、山形県ホームページでもご覧いただ
けます。（最新情報はこちらで！）

山形県環境学習支援団体のページ
https://www.pref.yamagata.jp/050015/kurashi/kankyo/
kyoiku/gakushuushien/shiendantai-top.html
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このハンドブックについて------------------------------------１ページ
目次--------------------------------------------------------２ページ
マップ------------------------------------------------------４ページ
環境学習支援団体紹介-----------------------------------５～114ページ

※各団体のページは以下の一覧をご覧下さい。
【環境学習支援団体紹介】

団 体 名

分類

市 町 村
マップ
番号

ページ

地
球
温
暖
化
対
策

省
エ
ネ

再
エ
ネ

循
環
型
社
会
形
成

自
然
と
の
共
生

生
活
環
境
の
保
全

そ
の
他

東北電力株式会社　山形支店 ○ ○ ○ 山形市 1 P5

株式会社　クリーンシステム ○ ○ ○ 山形市 2 P7

特定非営利活動法人環境ネットやまがた ○ ○ ○ ○ ○ ○ 山形市 3 P9

トヨタカローラ山形株式会社 ○ ○ ○ ○ 山形市 4 P11

日本地下水開発株式会社 ○ ○ ○ 山形市 5 P13

特定非営利活動法人　山形県自動車公益センター ○ ○ 山形市 6 P15

ネッツトヨタ山形株式会社 ○ ○ ○ 山形市 7 P17

株式会社メコム ○ ○ ○ ○ 山形市 8 P19

やまがたヤマネ研究会 ○ 野生
動物 山形市 9 P21

リコージャパン株式会社山形支社 ○ ○ ○ SDGs 山形市 10 P23

山形県森林インストラクター会 ○ ○ 山形市 11 P25

株式会社みはらしの丘上山発電所 ○ 山形市 12 P27

有限会社蔵王マウンテンファーム ○ ○ ○ ○ ○ 食育 上山市 13 P29

高木イバラトミヨ保存会 ○ 天童市 14 P31

ソーラーワールド株式会社 ○ ○ ○ ○ ○ 天童市 15 P33

株式会社ＰＯＷＥＲ Ｅ ＮＥＸＴ ○ 天童市 16 P35

公益財団法人山形県みどり推進機構（県民の森） ○ ○ 山辺町 17 P37

東北クリーン開発株式会社（北ノ沢事業所） ○ ○ 中山町 18 P39

株式会社クリーンパワー山形（中山発電所） ○ ○ 中山町 19 P41

株式会社エフピコ（山形選別センター） ○ ○ ○ 寒河江市 20 P43

特定非営利活動法人 葉山の里たしろ ○ 寒河江市 21 P45

元泉地域農地・水・環境保全組織運営委員会 ○ 河北町 22 P47

株式会社山形県自動車販売店リサイクルセンター
（山形事業所） ○ ○ ○ 東根市 23 P49

株式会社山本製作所 ○ ○ ○ 東根市 24 P51

やまがた自然エネルギーネットワーク ○ ○ ○ ○ 東根市 25 P53
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団 体 名

分類

市 町 村
マップ
番号

ページ
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球
温
暖
化
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再
エ
ネ
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環
型
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会
形
成

自
然
と
の
共
生

生
活
環
境
の
保
全

そ
の
他

叶理家協同組合 ○ ○ 東根市 26 P55

山形中央観光株式会社 ○ ○ 東根市 26 P58

宮沢翁塾 ○ ○ ○ 尾花沢市 28 P60

株式会社ヨコタ東北 ○ 新庄市 29 P62

株式会社グリーンバレー神室振興公社（遊学の森） ○ ○ 金山町 30 P64

特定非営利活動法人山と川の学校 ○ 最上町 31 P66

甑山探求会 ○ ○ 真室川町 32 P68

田舎体験塾つのかわの里 ○ 戸沢村 33 P70

ＮＥＣパーソナルコンピュータ株式会社　
米沢事業場 ○ ○ 米沢市 34 P72

株式会社ニューテックシンセイ ○ ○ 米沢市 35 P74

リアクトバイオガス株式会社 ○ 米沢市 36 P76

レインボープラン推進協議会 ○ 長井市 37 P78

特定非営利活動法人
最上川リバーツーリズムネットワーク ○ ○ 長井市 38 P80

東北おひさま発電株式会社 ○ ○ ○ ○ 長井市 39 P82

特定非営利活動法人
美しいやまがた森林活動支援センター ○ ○ 南陽市 40 P84

公益財団法人山形県みどり推進機構（源流の森） ○ ○ 飯豊町 41 P38

特定非営利活動法人庄内エコ・プランニング ○ ○ ○ 鶴岡市 42 P86

株式会社ＪＶＣケンウッド山形 ○ ○ ○ 鶴岡市 43 P88

株式会社山形県自動車販売店リサイクルセンター
（庄内事業所） ○ ○ ○ 鶴岡市 44 P50

山形県シェアリングネイチャー協会 ○ 鶴岡市 45 P90

株式会社山本組 ○ 鶴岡市 46 P94

株式会社渡会電気土木 ○ ○ ○ 鶴岡市 47 P94

特定非営利活動法人みなと研究会 ○ ○ ○ 酒田市 48 P96

荘内電気設備株式会社（えねこステーション） ○ ○ ○ ○ ○ 酒田市 49 P98

一般社団法人庄内森林保全協会 ○ ○ 酒田市 50 P100

合同会社 JRE酒田風力 ○ 酒田市 51 P102

特定非営利活動法人ひらた里山の会 ○ 酒田市 52 P104

合同会社とびしま ○ ○ ○ 酒田市 53 P106

特定非営利法人パートナーシップオフィス ○ ○ ○ 酒田市 54 P108

特定非営利活動法人リサイクルポート情報センター ○ ○ ○ 酒田市 55 P110

株式会社メカニック ○ 酒田市 56 P112

加藤総業株式会社（遊佐風力発電所） ○ ○ 遊佐町 57 P114

荘内電気設備株式会社（メガヒカルソーラー発電所） ○ ○ ○ ○ ○ 遊佐町 58 P98
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( 認定　）

■

■

■

□

〒 □

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

□ ■

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

□ 電子メール

□ その他（ ）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 4 平成16年12月27日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

東北電力株式会社　山形支店
省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 細谷　和広 hosoya.kazuhiro.uv@tohoku-epco.co.jp

所在地 990-0043 自然との共生

山形市本町2-1-9
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 023-634-8016

 部 署 名 ： 企画管理部門（総務広報） 023-641-5982

HPのURL ： http://www.tohoku-epco.co.jp/

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業 □ 環境学習講座等事業 対象者

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（原則３０日前まで）

１回あたり受入れ可能人数

毎週月曜日～金曜日　学校の時間

エネルギー出前講座・施設見学会
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

１クラス（それ以上は調整）

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

学校の授業時間の1～2時限分

提供している環境学習のポイント 小・中学校（学校の授業の支援を
目的に作成した学習プログラムで
あるため）

　電気エネルギーについて
　講義や実験でわかりやすく解説！

内　　容

見学可能日時

○ 施設の概要を記入してください。

☆エネルギー出前講座
～学習指導要領に準拠した内容になっています！～
発電のしくみやエネルギーの長所短所などについて、東北電力社員が講師となり、聞くだけ
の講座ではなく子どもたちが自ら実験をし、講師と一緒に学んでいきます。

☆施設見学会
～発電所やＰＲ館見学は子どもたちにも好評です～
水力発電所や火力発電所など、“電気をつくる現場”を訪れ、実際の設備を見学しながら発
電のしくみやそれぞれの特徴について学びます。
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エネルギー出前講座 施設見学

東北電力山形支店　広報部門社員 発電所員、PR館スタッフ

令和５年度の受入れ実績
・エネルギー出前講座　　 ２校　　４回　　９３名

・施設見学会 ２回　　２９名

■体験者の感想

「大切な資源を使って作った電気を、むだ使いしないようにしたい。」

「色んな発電のメリット・デメリットの話がとても勉強になった。」
「クリーンエネルギーには頼れる相棒が必要ということがとても心に残った」

「日本にはエネルギー資源がものすごく少ないことがわかった。」

「はじめて発電所の中に入って大きな機械があることにびっくりした」

「水車の回転エネルギーが電気に変換されていることに驚いた」

■エネルギー出前講座の様子

その他
参考事項

実　　績

安全確保

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

専門スタッフ
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( 認定　）

□

■

■

■

〒 □

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

■ その他（　　HP　　）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 8 平成17年6月21日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

株式会社クリーンシステム
省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 菊地　美和 cleansystem@csyam.com

所在地 990-0845 自然との共生

山形県山形市飯塚町字中河原1629番地の5
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 023-644-2228

 部 署 名 ： 総務人事本部 023-644-7010

HPのURL ： http://www.csyam.com/

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業 □ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

月曜日～金曜日　10時～16時

株式会社クリーンシステム（環境学習会）
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

30名程度

ご来社の際の移動手
段をご連絡ください。

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（7日前まで）

提供している環境学習のポイント

紙くず、木くず、廃プラスチック、コンクリートガラなど
様々な廃棄物のリサイクルを肌に感じる工場見学です。

内　　容

見学可能日時

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

見学50分、講座40分

工場見学により、廃棄物を分ければリサイクルが可能になることを肌で感じることができ

ます。

また、廃棄物がリサイクルされる手順、リサイクル製品の活用方法を知ることにより、

資源リサイクルの大切さを学習します。

☆工場見学の内容

・木くず、紙くず、廃プラスチックなど複数の種類が混合された廃棄物を種類別に再利用

できるものとできないものとに手で分別する作業

・コンクリートガラを原料とした再生骨材の製造プラント

・紙くずと廃プラスチックを原料とした固形燃料の製造プラント

・木くずを原料とした木材チップの製造プラント
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

生産部　部長 生産部　生産管理課

専門スタッフ 氏名 佐藤　彰史 氏名 石川　渉太

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

安全確保

重機・大型車両等が多数稼動しているため、案内者に従うよう指示。
安全確保のため、ヘルメット・見学ベストを着用。（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

その他
参考事項

実　　績

　　令和5年度の受入れ実績 　5　団体　101名

・2023年08月03日(木)　一般団体18名

・2023年11月06日(月)　千葉県産業資源循環協会24名

・2023年11月17日(金)　真室川町衛生組合連合会31名

・2023年11月21日(火)　東海大山形高等学校15名

・2023年11月29日(水)　山形県立産業技術短期大学校13名
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( 認定　）

■

■

■

□

〒 □

■

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（ ）

提供している環境学習のポイント

山形エコハウスで、住宅の省エネや
再生可能エネルギー設備を体感できます

内　　容

見学可能日時

企業を対象とした講師派遣、専門性を
必要とする講師派遣等の場合は謝金・
交通費が必要な場合あり

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　　日前まで）

１回あたり受入れ可能人数

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

１～２時間

見学：平日10時～16時、平日以外の見学は事前予約
制。
講座：年２～５回程度の開催予定。個別要望があれ
ば要相談。

環境学習施設等、環境学習講座等
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

30人程度

HPのURL ： https://eny.jp/

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業 □ 環境学習講座等事業 対象者

担当者名 ： 二藤部真澄 eny@chive.ocn.ne.jp

所在地 990-2421 自然との共生

山形市上桜田3-2-37
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 023-679-3340

 部 署 名 ： 023-679-3389

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

特定非営利活動法人
環境ネットやまがた

省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 17 平成19年6月26日 環境分野

①「山形エコハウス」見学
「山形エコハウス」は、山形県が環境省の補助を受け、東北
芸術工科大学と連携して建築したモデルハウスです。
これからの家づくりに必要なこととして、「木で家をつく
る」「住宅を省エネルギー化する」「自然のエネルギー（再
生可能エネルギー）を使う」ことを考え、建築されています。
自然のエネルギー設備などを見学できます。また、冬の暖か
さなどを体感できます。

②地球温暖化防止・環境保全に係る各種講座の開催
地球温暖化防止及び環境保全に係る各種講座や普及啓発イベ
ント（リサイクルキャンドル作り教室やセミナー等）を行っ
ています。

山形エコハウス

環境・工作教室
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

その他
参考事項

これまでのNPO活動で培ってきた環境関連の人材情報をもとに、セミナー等
の講師について相談、紹介もします。
また、ホームページやフェイスブックでもイベント案内や報告を行っていま
す。

実　　績

令和５年度の受入れ実績 　　　　４，２４３名

①講座の開催
・県民向け、事業者向けの省エネ住宅セミナー等の開催。
②イベントでの啓発活動
・やまがた環境展、新庄雪まつり等への出展
・地球温暖化防止・環境保全に係る各種講座や啓発イベントを実施。
③V2Hや電気自動車などに関するセミナーの開催
　V2Hや電気自動車をテーマとしたセミナーを開催。
④「山形エコハウス」の見学者対応
山形県が環境省の補助を受け、東北芸術工科大学と連携し建築したモデ
ルハウスである「山形エコハウス」の見学案内を実施。また、住宅のエコ対
策に関するシンポジウムの開催や情報発信等を実施。
⑤再生可能エネルギーに関する相談受付や情報発信等を実施。
など

安全確保

・キャンドル作りなどを行う場合はイベント保険に加入する等
（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

環境カウンセラー、山形県環境
アドバイザー、地球温暖化防止
活動推進員等として環境、地
球温暖化等に関する講演を実
施。

環境カウンセラー、地球温暖化
防止活動推進員としてキャンド
ル作り等の講座を開催。

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

専門スタッフ 氏名 大場　健一 氏名 二藤部　真澄

事務局長 主任

facebook（フェイスブック） instagram（インスタグラム）
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( 認定　）

■

■

■

□

〒 □

■

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

□ ■

②毎週水曜日～日曜日　午前10時～午後４時

③毎週水曜日～金曜日　午前10時～午後４時

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

□ 電子メール

□ その他（ ）

トヨタカローラ山形株式会社

023-641-7121

http://www.tc-ymt.jp/

①③総務部　②営業戦略室

023-641-2120

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

※別に体験時間あり

①③１時間,②30分

（60～30日前まで）

１回あたり受入れ可能人数

①毎週火曜日～日曜日　午前10時～午後４時

①「太陽光発電システム」による環境保全と効率化実証（施設）
②自動車「エコ・ドライブ教室」環境に易しい運転とは？（講座）
③日本の自動車産業と環境（講座）

制限なし 制限あり

最大50名（但し、１グループ10人程度に分け
る）

制限ありの場合、対象者とその理由

②については運転免許保有者に限る
③については原則小学５年生対象

提供している環境学習のポイント

エコドライブや環境にやさしい自動車について学習しよう

内　　容

見学可能日時

HPのURL ：

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業 ■ 環境学習講座等事業 対象者

担当者名 ：

自然との共生

生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先

 部 署 名 ：

山形市南一番町1-15

所在地 990-2401

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 20 環境分野平成20年7月24日

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

省エネルギー

①太陽光発電システムの見学
太陽光発電の仕組みの説明を受けた後、本社屋上に設置された太
陽光パネルなどの発電設備を見学します。液晶画面で現在の発電
状況や、太陽光発電により得られた電力が本社のどのような場所
で使用されているか確認します。

②「エコドライブ教室」
化石燃料と地球温暖化の関係からエコドライブのポイントなどを
紹介します。希望すれば、燃料計が設置された自動車を運転し、
どれだけ燃費が改善されたか確認することができます

③小学校５年生対象・課外授業「日本の自動車産業と環境」
「クルマまるわかりブック」により自動車産業の概略や人と地球
にやさしい最新技術や自動車リサイクルの仕組みなどを学びます。
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

専門スタッフ 氏名 横澤　優介 氏名

その他
参考事項

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

安全確保
積雪時及び降雨時で屋外施設（３階から屋上へ）昇降が危険と判断の際、
太陽光パネル発電設備（本社棟屋上）見学を中止とし、建物内部設備のみ
の見学とする

実　　績

令和５年度の受入れ実績 67名

(小学生児童の受入人数）

人財開発室　チーフ

トヨタカローラ県内25拠点において、自動車産業と環境について、見学受
入れ、出前講座を実施しています。

ご要望に応じた内容で対応可能ですので、お気軽にご相談ください！
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( 認定　）

■

■

■

□

〒 □

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

　本社社屋に導入された「帯水層蓄熱冷暖房システム」と、西部工業団地内にある関連会社（日本

環境科学）の社屋に導入された「高効率帯水層蓄熱システムによるトータル熱供給システム」の

の見学を通して、地中熱・地下水熱の仕組みとメリットや、快適な室内環境を実現しながら建物で

消費する年間エネルギー収支をゼロにすることを目指した建物（ＺＥＢ）について学びます。

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（ ）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 29 平成28年8月1日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

日本地下水開発株式会社
省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 鈴木　英生 hideo_s@jgd.jp

所在地 990-2313 自然との共生

山形市松原777
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 023-688-6000

 部 署 名 ： 総務本部総務部 023-688-4122

HPのURL ： https://www.jgd.jp/

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業 □ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

毎週月曜日～金曜日　10時から16時

帯水層蓄熱冷暖房システム・
ZEB（ゼロ・エネルギー・ビルディング）見学

制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

20名

日本地下水開発（株）本社社屋 日本環境科学（株）社屋 帯水層蓄熱システム概要図

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　　日前まで）

提供している環境学習のポイント

内　　容

見学可能日時

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

約1時間（2か所を見学）
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

2023/6/2　荘内銀行 4名 2023/8/3　宇都宮大学 4名

2023/11/8 村山地域地球温暖化対策協議会 27名 2024/2/24 山形県学生環境ボランティア 4名

営業本部企画開発部　補佐 営業本部企画開発部　補佐

専門スタッフ 氏名 黒沼　覚 氏名 加藤　渉

安全確保

必要な場合は安全帽を準備いたします。
（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

本施設での説明経験5年以上 本施設での説明経験5年以上

山形県環境保全協議会委員

その他
参考事項

実　　績

令和5年度の受入れ実績 　　24団体　　98名
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( 認定　）

■

■

□

□

〒 □

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

□ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

その他（　　　　）

髙橋 志穂

 部 署 名 ：

連絡先

施設

所在地

省エネルギー

やまがた環境展2023 環境フェアつるおか

講座
再生可能エネルギー

地球温暖化対策
□

自然との共生

制限なし

１回あたり受入れ可能人数

環境学習施設等（講座等）事業報告書

特定非営利活動法人
山形県自動車公益センター

34 平成26年1月24日 環境分野

生活環境の保全

■

種別 認定番号

申込みがあれば、その都度開催する

山形市大字漆山字行段1422番地

023-673-0251

023-673-0252

http://www.yauto-center.net/ http

shiho@yamagata-jada.jp

利用料金

事前申込み受付時間
9時～17時

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（30日前まで）

様式第６号（第７条関係）

□ 環境学習施設等事業　　　　　■ 環境学習講座等事業

10名以上

提供している環境学習のポイント

「エコドライブでさらなる安全運転を」
「サポカーでエコドライブ交通事故ゼロを目指して」

担当者名 ：

制限ありの場合、対象者とその理由

出前講習会

<< 事業の内容 >>

申込み方法

制限あり

990-2161

見学可能日時

団体名

内　　容

所要時間

対象者

循環型社会形成

HPのURL ：

1時間～1時間30分

　申込みの際の注意点

今すぐ始めるエコドライブで温暖化防止と安全運転

地球温暖化の影響と思われる異常気象が全国各地
で頻発するなか、温暖化対策は待ったなしです。
温暖化の要因となっている温室効果ガスＣＯ²排出
削減に向け、自動車から排出されるＣＯ²を減らす
には、個々のドライバーの取組みが重要となります。
「ゼロカーボンやまがた2050」実現に向け、身近に
できるＣＯ²削減、安全運転を実践体感できる「エコ
ドライブ」を推進するため、県内各地にて出前講座
を行いますので、ぜひお気軽にお声がけください。
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　【エコドライブ教室参加いただいた皆様へ「エコドライブステッカー」を贈呈】

～豊かな山形を次世代へ～

【こどもエコドライブ教室】

 令和５年度の開催実績 １回／１２名

企業講習会／安全大会

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

佐藤　友也（自動車関連企業出身）

安全確保

専門スタッフ

　講習会にて各会場へ入室、又はイベント参加の際、基本的な感染症対策
の一環である「手洗い・うがい」を必ず行い、主催・参加者等、お互いに安全
を確保した環境で開催できるよう、日々努めている

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ

い。）

その他
参考事項

実　　績

５３回　２,６７９名令和５年度の受入れ実績

エコドライブ教室へ参加いただいた皆様へ「エコドライブステッカー」を贈呈のうえ、

意識啓発を含め、普及拡大を図っている

県内小学校において、５年生を対象に開催している「子どもエコドライブ教室」では

自動車販売店から派遣される「環境マイスター」支援、及び気象予報士との

協働事業により、子どもから親への環境保全に対する意識づけを行っている

平成２７年より事業スタートしてから、これまでに「通算４６回／累計１，７４１名」と、

多くの児童が参加、子どもから親へのエコドライブ普及を促せるよう継続展開している

※ 企業等講習 ：開催回数：１０回 参加人数： ２８５名

※ 安全運転管理者講習：開催回数：３０回 参加人数：２，０７３名

※ 行政・団体職員講習 ：開催回数：１３回 参加人数： ３０９名
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( 認定　）

■

■

□

□

〒 □

■

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

□ ■

『Netz SAFETY & ECO DRIVE.』をキャッチフレーズに、社用車・社員自家用車全車両にステッカーを貼付すると

共に、お客さま購入全車両にも貼付いただき、全社員による「エコドライブ」の推進を図っている。

『プロのカーライフサポーター』として、お客さまとそのご家族さま、地域の皆様のお役立ちの為、

「セーフティー&エコドライブ教室」を環境マイスターが講師となり、開催しております。

エコドライブ教室の流れは、実際に普段通りに運転し、燃費を計測する。その後、エコドライブに関しての座学、

アドバイスを受け、もう一度燃費測定をする。その結果を通じてエコドライブの重要性を感じて頂きます。

小学生を対象とした「日本の自動車産業と環境」「地球の温暖化防止とエコドライブ」をテーマとする店舗での

□ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（ ）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 37 平成28年9月16日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

ネッツトヨタ山形株式会社
省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 橋本 佳未悠 k-hashimoto@netz-yamagata.co.jp

所在地 990-2423 自然との共生

山形県山形市東青田5-1-1
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 023-623-0502

 部 署 名 ： 総務経理チーム 023-632-1719

HPのURL ： https://netzyamagata.jp/

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業 □ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

火曜日～金曜日午前10時より午後4時

➀「Netz SAFETY ＆ ECO DRIVE.」セーフティ＆エコドライブ教室

②小学生対象　環境学習（会社見学）

制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

内容により相談

エコドライブと共に最新の安全装備を体感して頂き、「エコ」と「交通安全」の両面からお客さまをサポートします。

講座や会社見学を行っている。店舗では実際に自動車を見学しながら、自動車と環境について学んで頂いております。

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　　日前まで）

提供している環境学習のポイント
小学4年生以上・エコドライブをはじめ

地球温暖化対策の理解を得る為交通安全に繋がるエコドライブ

内　　容

見学可能日時

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

1時間～2時間程度（調整可）
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

総務経理チーム　課長 総務経理チーム　主任

専門スタッフ 氏名 坂野　光次郎 氏名 横倉　圭峰

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

脱炭素コミュニケーター 脱炭素コミュニケーター

安全確保
工場見学等では安全第一とし、立ち入り禁止区域の設定や、専属の

サポートスタッフを付け、安全に考慮しております。エコドライブ教室では、
駐車場の安全を確保する為、サポートスタッフ5名体制で行っております。（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

その他
参考事項

実　　績

令和５年度の受入れ実績 １０名

【小学生環境学習】　　　0組

【エコドライブ教室】　　　1回　　5組
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( 認定　）

■

■

■

□

〒 □

■

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

◇ 山形市初のメガソーラー発電所です。
◇ 独自制作の環境教育映像を放映いたします。
◇ 管理棟(プレハブ)を設置しており、天候に関係なく見学、学習が可能です。
◇ 管理棟は災害時に要望に応じ一般開放(避難所)可能です。
◇

◇ 管理棟外部にもｺﾝｾﾝﾄを設け、停電時に電力を供給できます。
◇ リアルタイムで発電の状態をモニタリング可能です
◇ 発電所施設内のリアルタイム映像をお見せします。

都度受付

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（ ）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 38 平成28年9月16日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

株式会社メコム
省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 遠藤 隆一 endo@mecom.co.jp

所在地 990-0039 自然との共生

山形県山形市香澄町二丁目9-21
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 023(622)8673

 部 署 名 ： ビジネスソリューションユニット　AM公共G 023(622)8832

HPのURL ： http://www.mecom.co.jp

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業 □ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

山形松原太陽光発電所(施設・講座)
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

10人以下

管理棟内部に3種類の蓄電システムを備えており、停電時に電力を供給できます。

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　７日前まで）

提供している環境学習のポイント

天候に関係なく見学、学習が可能です

内　　容

見学可能日時

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

発電所見学20分　説明映像30分

見学台と管理棟 蓄電池 両面太陽光発電

小型風力発電

太陽光発電事業施設
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴

　環境学習に関する主な経歴

ビジネスソリューションユニット
アカウントマネジメント
公共グループ　サブマネージャー

専門スタッフ 氏名 遠藤 　隆一 氏名

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

安全確保

管理棟（プレハブ）を設置しており、天候に関係なく建物内での見学や学習
が可能です。施設内の見学時は危険がないよう適宜注意を促しています。（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

その他
参考事項

実　　績

令和５年度の受入れ実績 　　　１　団体　２名

山形工業高校第2学年生徒のインターンシップにて発電所の見学、電気、発
電所について等の教育を行いました。
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( 認定　）

□

□

□

□

〒 ■

□

■

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

■ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

■ 電子メール

□ その他（ ）

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

１～３時間

提供している環境学習のポイント

里山や森林に生息する野生動物の問題について、観察会や生態
調査体験を通じて自然保護について学習する。

内　　容

見学可能日時

希望のテーマ、講座、参
加者の氏名・年齢・蜂ｱﾚ
ﾙｷﾞｰの有無を必要としま
す（場合によっては安全
管理の為に代表申込者
と事前打合せを要しま
す）

イベント実施時傷害保険、体験材料
費、講師の下見や当日の交通費など
の為。イベントの内容や場所によって、
一人当たり500～1000円程度。

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（14日前まで）

１回あたり受入れ可能人数

昼間及び夜間

野生動物の保護保全に関わる環境教育事業
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

30名（講演会の場合は人数制限な
し）

山形県にはさまざまな野生動物が生息していますが、人知れず絶滅の危機に
瀕している生物や人の生活と衝突してしまう生物たちが多くいます。しか
し、その現場や実情を学校教育等で学ぶ機会は多くありません。当団体の事
業では、野生動物も森林や里山を支える資源の一つととらえ、野生動物管理
という社会問題に地域の人が取り組みやすく学ぶことのできる環境教育の場
を提供しています。地域の方々が身の回りの自然環境やそこに生息する生物
の現状、野生鳥獣対策の現場での技術を分かりやすく学ぶことのできる場所
を作りだすことで、「地域の野生動物管理力」を高めます。

この事業では、野生動物の問題のうち、「希少種問題」・「外来種問題」・
「獣害問題」の3つのテーマから選択することができます。実施可能な講座内
容は以下のものです。
①野外講座（調査体験学習や野生動物観察などの活動を含む。申込者との協
議の上、出前可能）
②屋内講座（スライド講演学習会、野生動物観察、標本観察などの活動を含
む。出前可能）

HPのURL ： http://yamagata-yamane.jimdo.com/

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業 ■ 環境学習講座等事業 対象者

担当者名 ： 中村夢奈 yamagata_yamane@ybb.ne.jp

所在地 990-2413 自然との共生

山形市南原町1-20-41-6　メゾンS-B
生活環境の保全

その他（野生動物問題）

連絡先 080-9636-6016

 部 署 名 ： 企画・広報部

□ 施設
団体名 地球温暖化対策

Wildlife Pertnership Office
やまがたヤマネ研究会

省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 39 平成28年9月16日 環境分野
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

その他
参考事項

野生動物（哺乳類）の捕獲調査体験や観察などには環境省や文化庁など
から許可を得て行っています。講座の際には保全に関わる許可や注意点な
どについてもお話しさせていただきます。また、生体観察を屋内講座で実施
する場合には、出前講座先環境への動物搬入の許可について事前にご確
認いただく場合がございますのでご了承ください。

実　　績

令和５年度の受入れ実績 　　　13　団体　　1307　名

当団体では民間の環境教育実施機関や博物館、大学などと提携した地域
の野生動物を含む自然環境の最新の保護・保全に関しての情報提供も
行っています。普段の生活ではなかなか体験することのできない専門的な
調査体験や野生動物たちの保全のお話し、珍しい標本や本物の野生動物
の観察を通して、記憶に残る講座を心がけて実施しました。平成27年度と
平成30年度には環境教育の活動が評価され、生物多様性アクション大賞の
審査委員と賞入賞を、平成28年度には第17回環境やまがた奨励賞と日本
自然保護大賞（入選）を受賞しました。平成29年度では、国連生物多様性の
10年日本委員会様より図鑑や絵本、専門書などを含め102冊の書籍を活動
用に寄贈いただきました（「生物多様性の本箱」）。
また、令和５年度は老若男女過去最大数のお客さまにご参加いただきまし
た。主な依頼先は、企業・市町村・博物館・教育機関（小中高大）などからの
ご依頼です。特に生態系のつながりやSDGsの視点から見た地域の生き物
たちの現状や対策等についての講習会・講演会のご依頼が多く、地域の
ケースや年齢層に合わせてプログラムを作成しています。その他、地域の
身近な自然環境に生息する生き物や絶滅危惧種の視点で考える観察会や
講演会（対面・オンライン）も行いました。今後も地域の野生動物や自然環
境とどのようにかかわっていけば良いのか、動物たちの目線と地域の方々
の悩みに寄り添いながら活動を続けていきます。

Ｈ28～H30山形県文化財保護審議会委員

R4～5山形大学地域共創STEAM教育推進センターコーディネーター

安全確保
参加者の傷害保険の加入を行うとともに、定期的に消防署での救急等安全
講習を実施しています。また、実施場所の最低2回以上の下見とアレル
ギー・救急対策物品の準備を行っています。（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

H19～　山形県内外で環境教育講師を務める H19～　山形県内外で環境教育講師を務める

H20～大学や博物館と提携した環境教育展示会を実施 H20～大学や博物館と提携した環境教育展示会を実施

H27～環境省希少野生動植物種保存推進員任命 H27～環境省希少野生動植物種保存推進員任命

専門スタッフ 氏名 中村夢奈 氏名 小城伸晃

Wildlife Pertnership Office
やまがたヤマネ研究会　代表

Wildlife Pertnership Office
やまがたヤマネ研究会　副代

表
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( 認定　）

■

■

□

■

〒 □

□

■

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

□ ■

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 56 令和2年10月6日 環境分野

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成
リコージャパン（株）山形支社

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

省エネルギー

担当者名 ： 野口 恵美 emi_noguchi@jp.ricoh.com

所在地 990-0032 自然との共生

山形県山形市松波1-14-14
生活環境の保全

その他（SDGs）

連絡先 023-633-3368

 部 署 名 ： 地域創生推進グループ 023-128-1608

HPのURL ： http://www.ricoh.co.jp

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　■ 環境学習講座等事業 対象者

SDGs講座、オフィス見学
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

１０名程度

１回あたり受入れ可能人数

月曜から金曜日：１０時―１６時

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

６０分～９０分

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（7日前まで）

提供している環境学習のポイント
対象：中学生以上

理由：オフィスへ入室のためSDGsを座学で理解するだけでなく、実際にSDGs経営を実践して
いるオフィスを見学して、より実践的な理解を深める。

内　　容

見学可能日時

弊社山形事業所のライブオフィス（ViCreA山形）での座学やオフィス内見学を通して、企業の姿勢や
社員一人一人がSDGsに取り組んでいる事例、SDGsを日常的に意識するために行われている社内啓
蒙の様子などを見学し、SDGsを体感的に理解することができます。またこうした経験は生徒や学生のキ
ャリア形成や職業選択にも参考となる体験であると思っております。
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

ViCreA山形アテンダント担当

企業・自治体・団体       １３組　１５５名

 

　　　　　 学生・生徒　   　　２校 １１０名

地域創生推進グループ
地域創生推進グループ
リーダー

専門スタッフ 氏名 佐藤　亮敏 氏名 野口　恵美

その他
参考事項

実　　績

　　　R５年度の受入れ実績

R５年度受入れ実績の内訳

　　■SDGs・環境経営（視察や講話）
　　　　民間企業　　　　　　　　  ５事業所　 　　  ４８名
　　　　自治体　　　　　　         ２自治体　　    　６６名
　　　　学生・個人　　　　  　　　　　　　　　　　　     ０名

　　■ペーパーレス・５S・省エネ（視察や講話）
　　　　民間企業　　　　　　     　５事業所 　　   ３９名
　　　　自治体        　　　　　　  １自治体　　       ２名
　　　　学生・個人　　　　　　　　　　　　　    　       ０名

    ■学校向け出張講座（SDGs・職業体験）
　　　　中学校　　　　　　　　　　 １校                ６０名
　　　  高等学校　　　　　　　　　１校２回 　　   　５０名
　

安全確保
オフィス内に危険な場所はありませんが、新型コロナウィルス感染防止のた
めに3密を避ける工夫や、こまめな換気に配慮したオフィス運営をしておりま
す。（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

社内環境推進委員（社内教育） 社内環境推進委員（社内教育）

ごみゼロPG推進委員

SDGsキーパーソンSDGsキーパーソン
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( 認定　）

■

□

□

□

〒 ■

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

■ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

■ 電子メール

□ その他（ ）

様式第６号（第７条関係）

環境学習施設等事業　・　　環境学習講座等事業

３０名

団体名

 部 署 名 ：

所要時間

１回あたり受入れ可能人数

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　　日前まで）

提供している環境学習のポイント

担当者名 ：

HPのURL ：

佐 藤　恒 治　（会長） marotti-maron@kha.biglobe.ne.jp

制限ありの場合、対象者とその理由
森林環境学習出前講座

<< 事業の内容 >>

制限なし

対象者

制限あり

随時（申込みによる開催）（通年）

内　　容

申込み方法

依頼者の希望による

　申込みの際の注意点 利用料金

県内各地の森林でオリジナル森林体験！

所用時間・人数により
5,000円～10,000円程度
（内訳:材料費、講師派遣料等）

見学可能日時

　090-9031-3713

  023-615-8231

連絡先

■
循環型社会形成

自然との共生

生活環境の保全

所在地 990-2482

山形市久保田三丁目７－３９
その他（　　　　）

環境学習施設等（講座等）事業報告書

山形県森林インストラクター会

11 平成18年6月27日 環境分野種別 認定番号

再生可能エネルギー
出前講座

地球温暖化対策
施設見学

省エネルギー
□

◇ 体で学ぶ、自然保護・地球温暖化防止

森林体験を通して森林の働きや仕組みを学習す

ること により、自然保護、地球温暖化防止などの環

境保全に対する意識を育み、私たちが森林とどうか

かわっていったらいいのかを考えます。

◇ 森林体験

依頼者の要望や対象者の年齢に応じて、オリジナ

ルプログラムを企画します。一泊二日でも対応します。

・森林生態系に関する学習・体験、自然素材を活用

したクラフト体験等
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

を利用したクラフト指導や山村

伝承文化の体験指導など

　　　　23団体 　　 約1,300名

森林生態系の学習指導・森林

実　　績

　活用団体は、主に県・市町村・公民館・学校・保育施設・民間団体等となっ
ている。参加者へ森林体験活動を提供するほか、「森の案内人養成講習」
などの講師として指導も行っています。

　会員は野外活動に関わる安全確保に関する知識・対応について熟知して
おり、計画段階で緊急連絡体制を確立するとともに、当日は、応急処置用
品を携行する。参加者は原則保険に加入することとしている。

整備体験指導・森林の生産物

奥山彰敏ほか33名
（森林インストラクター資格試
験合格者・登録者）

その他
参考事項

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ

い。）

専門スタッフ 氏名

安全確保

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

氏名

　令和５年度の受入れ実績
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( 認定　）

□

□

■

□

〒 □

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

１．太陽光電池パネル数量

5,280枚（約8,500㎡）

（サッカーグラウンドの約1.2倍の面積）

２．発電電力量

年間約120万kwh

（一般家庭約380世帯分）

３．環境への貢献

年間約56トンのＣＯ２排出削減効果

（約4,000本の杉の木が吸収する二酸化炭素の量）

※通年でない場合はその理由

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

□ 電子メール

□ その他（ 　）

様式第２号（第３条関係）

環境学習施設等（講座等）事業計画書
種別 認定番号 67 令和6年10月21日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

株式会社みはらしの丘上山発電所
省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 橋本　和人 info.miharashi.solaer@gmail.com

所在地 990-2401 自然との共生

山形県山形市平清水一丁目１番７５号
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 ０２３（６２３）４４７７

 部 署 名 ： CS・エンジニアリング事業部

HPのURL ： https://www.facebook.com/Miharashi.Solaer/

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業 □ 環境学習講座等事業 対象者

積雪時は見学が困難な為
所要時間

４０分

太陽光発電施設の見学
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

提供している環境学習のポイント

太陽光発電の仕組み説明
太陽光発電に関連する各機器の説明

内　　容

見学可能日時 １回あたり受入れ可能人数

３月〜１２月上旬
３０人

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　　日前まで）
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　所属・役職名 CSセンター環境ＣS課 　所属・役職名 CSセンター環境ＣS課

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

専門スタッフ 氏名 石澤　敬雄 氏名 長瀬　功和

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ

い。）

当発電所の点検業務を担当 当発電所の点検業務を担当

太陽光発電の仕組みや施設内の 太陽光発電の仕組みや施設内の

各機器の説明 各機器の説明

点検用ドローンの操縦 点検用ドローンの操縦

安全確保
１．モジュール、機械には手を触れないでください。（高圧電流が流れていま
す）
２．ケーブルラックや基礎。架台の上にのらないでください。
３．場内では走らないでください。（転んだら危険です）（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

その他
参考事項

当施設は大型バスが駐車できる駐車場を整備しています。

実　　績

令和５年度の受入れ実績 　団体　２８名

主に内陸地区の小学校児童が環境学習の一環で見学されています。
また民間企業や町内会が視察される機会があります。

太陽光発電所施設の案内は以下の流れで実施しています。
①太陽光パネルの発電の仕組み
②年間発電量の説明
③各機器の説明（太陽光電池、パワーコンディショナー、キュービクル、制
御装置）
③点検用ドローンを実演しての点検内容説明
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( 認定　）

■

■

□

■

〒 ■

■

■

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

■ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

□ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 21 平成20年7月24日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

有限会社
蔵王マウンテンファーム

省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 山川　喜市　

所在地 999-3114 自然との共生

上山市永野2191-23
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 023-679-2150

 部 署 名 ： 023-679-2150

HPのURL ：

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　■ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

9時～16時

有限会社蔵王マウンテンファーム（施設）
牧場体験（教育ファームを通して食・命・環境を学ぶ）（講座等）

制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

申込みがあれば、その都度開催する

30名～150名

所要時間

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　　日前まで）
・施設見学：有料（1,500円～）
　※但し、見学のみは無料

・講座：有料（1,500円～）材料費など実
費。体験内容によって異なります。

・施設見学：１時間
・講座：２時間～１日

提供している環境学習のポイント

出前講座、体験学習
牧場体験を通して環境や命のつながりを学びます

内　　容

見学可能日時

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

対象者:幼児・小・中・高・大・一般・老人福祉施設

☆出前講座・体験学習の内容
牧場を活用しての環境教育や食育、いのちの教育への支援活動を実施
しています。牧場体験などから自然の循環、命、食、仕事、生き方な
どへの学習を推進します。
・牧場体験 ・バター作り体験
・農業体験・森林体験 ・森林散策 など

※全国組織の地域交流牧場全国連絡会や酪農教育ファームを通しての、
全国的な教育関係者や農業関係者との交流に基づき、大人が子どもた
ちに伝えるべき大事なこと、大切なことを強く印象付けをしながら、
現場の大事さを訴えています。

牧場体験、自然体験を通して、子ども達のかかえるイジメ、不登校、
暴力、非行などの教育諸問題を解決し学校教育の安定化をはかること
で、社会や暮らしを豊かにします。又、教材や体験メニューの開発な
どと、実践のまとめを作成します。
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

北海道酪農実習研修終了

1,189名(出前講座・セミナー・見学・体験学習）

農林水産省東北農政局のホームページで活動が紹介されています。
動画も２本見られます。

https://www.maff.go.jp/tohoku/syouan/syokuiku/syokuikunet/katudou.html#zao

・東日本大震災後H23より復興支援モーモースクールを福島・宮城・岩手で毎年実施

・令和元年６月29日農林水産省第３回食育活動表彰において農林水産大臣賞を受賞

　代表取締役 ファームマネージャー

専門スタッフ 氏名 山川　喜市 氏名 山川　孔子

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

酪農教育ファーム認証牧場

農林体験学習指導者養成講座修了 アメリカウィスコンシン州酪農実習研修終了

（社）国土緑化推進機構グリーンボランティア研修修了 スキーパトロール日赤救急法講習終了

山形県教育庁いのちの教育講師

安全確保

酪農教育ファーム認証制度による検査の実施、各種研修会への参加によ
る研修修了、O-157対応の生産物・賠償責任保険やその対応（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

上山市教員委員会委員（H21～28）

その他
参考事項

実　　績

令和５年度の受入れ実績

森林環境保全ボランティア蔵王緑の騎士団初代団長

30



( 認定　）

□

□

□

□

〒 ■

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

年間計画による。

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 26 平成23年8月1日 環境分野

□ 施設
団体名 地球温暖化対策

高木イバラトミヨ保存会
省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 稲葉　友美 syakyo-t@city.tendo.yamagata.jp

所在地 994-8510 自然との共生

天童市老野森一丁目１番１号
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 023-654-1111（内線833）

 部 署 名 ： 天童市教育委員会生涯学習課 023-654-3355

HPのURL ：

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業　　　　　■ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

イバラトミヨ小中学生夏季学習会
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

20人

　カクレトミヨの生息地として県指定天然記念物に指定されている高木地区のひょうたん池や高
木川とその流域の動植物について、生態等に関する学習や観察を行うことにより、氷河期の遺存
種で絶滅危惧種でもあるカクレトミヨの保護や地域環境の保全の在り方について学びます。

駐車場なし

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　21日前まで　）

提供している環境学習のポイント

カクレトミヨ及びその生息地の環境保全等に関する体験学習

内　　容

見学可能日時

申込みがあれば、その都度開催する。
所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

60分
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

天童市教育委員会生涯学習課
課長補佐（兼）文化財係長

専門スタッフ 氏名 稲葉　友美 氏名 高木イバラトミヨ保存会

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

安全確保

　危険がないよう専門スタッフが配慮するとともに、環境保全と安全確保の
ため動植物の捕獲又は採取については、40㎝未満の浅瀬のみにて実施。（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

その他
参考事項

☆生息地の水位水温等調査
　1986年4月の県指定以前から、生息地の湧水については減少傾向にあり
ましたが、2002年の高木イバラトミヨ保存会の発足時には、さらに厳しい状
況になっていたため、地下水を汲み上げる井戸と揚水機（2.2kw12口径50
㎜）を設置し、渇水時には地下水をポンプアップすることで、水位の維持を
図っています。
　そのため、水温と水位を保存会の役員が交代で１か月に１回計測し、所定
の水位を保つようポンプを作動させながら、年間を通して管理しています。

実　　績

令和５年度の受入れ実績 　　　　団体　　　35名

小中学生夏季学習会
　・カクレトミヨの生態に関する座学
　・環境悪化の要因となるアメリカザリガニの捕獲
　・カクレトミヨ及びその他の水生生物等の観察

32



( 認定　）

■

■

■

■

〒 ■

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 40 平成28 年 9月 16 日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

ソーラーワールド株式会社
省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 　佐藤　昌子 　info@solar-world.jp

所在地 994-0024 自然との共生

山形県天童市鎌田二丁目1-11
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 　023-654-2902

 部 署 名 ： 　総務部 　023-654-4624

HPのURL ：  http://solar-world.jp

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

随時　9時～16時

省エネ建屋の見学会・自然エネルギー講座
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

10名程度

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　　日前まで）

提供している環境学習のポイント

再生可能エネルギーをふんだんに活用した建物

内　　容

見学可能日時

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

1時間

平成26年10月完成のソーラーワールドの事務所は

・建築時使用した電力は全て太陽光発電100％です。
・国産材を使用し、壁は湯布院珪藻土を社員みんなで仕上げました。
・北側のガラス窓はペアガラスを二重に設置しました。
・全照明LEDで、HEMSで電気の見える化を実施しています。
・太陽電池を使い、商用電源と自立電源の連系運転をしています。
・古畳を利用した屋上緑化は、雨水利用し、屋根上に散水しています。
・バイオマスペレットボイラーを用いた、日本初の民間企業による
マイクロ熱供給の常設展示場を備えています。
・平成30年10月に、環境図書を中心とした
蔵書数約1千冊のまちライブラリーを
オープンしました。 毎日開館中です。

ソーラークッカー

屋上緑化

発電太郎
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

ソーラーワールド㈱代表取締役

専門スタッフ 氏名 武内　賢二 氏名

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

・山形県環境アドバイザー

・天童市地球温暖化防止対策

　　協議会　会長

安全確保

見学時、危なくないよう適宜注意を促しています。
（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

その他
参考事項

実　　績

　令和5年度の受入れ実績

ソーラーワールド事務所見学

個人 18 名
団体 2  団体 15 名

自然エネルギー関連の講演

年間 4 回 参加人数 約 150 名

環境学習イベント・勉強会

年間 4 回 参加・来場者数 約 100 名

JICAインターンシップ受け入れ

1 回 参加人数 5 名
海外向けオンラインワークショップ 2 回
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( 認定　）

□

□

■

□

〒 □

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

◎ 　「山形浄化センターメガソーラー」の太陽光発電所は４．２haの

敷地内に太陽光パネルメーカー３社のパネル9108枚を設置し

発電を行っています。

◎ 　年間計画発電量は約２０７万kwhで、これは一般家庭換算

で６２０世帯分の年間消費電力量に相当します。

◎ 　また、環境対策として周辺の果樹園等に配慮し、反射の少

ない単結晶パネルと低反射ガラスの多結晶パネルを採用し

ています。

◎ 　積雪地域である山形県での季節ごとの発電量などのデータ

収集の為、パネル角度２０度・３０度・４０度と３タイプを

設置しています。

◎ 　２階建ての管理棟を設置していますので、天候に左右され

ないで、見学研修・学習ができるようにしています。

◎ 　管理棟内ではリアルタイムで発電状態をモニタリング・

データの閲覧ができます。　過去のデータも閲覧できます。

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

40分～1時間

提供している環境学習のポイント

再生可能エネルギー　大規模太陽光発電のしくみ

内　　容

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（7日前まで）

2名～30名程度

HPのURL ： http://www.power-e-next.jp/

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

山形浄化センターメガソーラー
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

見学可能日時

毎週月曜日～金曜日　9時～17時

担当者名 ： 阿曽　忠 info@power-e-next.jp

所在地 994-0064 自然との共生

天童市中里七丁目3番33号
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 023-664-1111

 部 署 名 ： 施設管理課 023-664-1112

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

株式会社　POWER E NEXT
省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 41 平成28年9月16日 環境分野
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

その他
参考事項

実　　績

令和5年度の受入れ実績 　　　0団体　　0名

安全確保
２階建ての管理棟を設置しており、１階がパワーコンデッショナー等の機械室、２階
は見学者用の研修室となっていますので、天候に左右されず雨天の時も快適に建
物内で見学研修や学習ができる環境を整えています。
施設の見学時には危険が無いよう、常時、注意を促すように留意しています。

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

専門スタッフ 氏名 石塚　正志 氏名 阿曽　忠

施設管理課 施設管理課
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( 認定　）

■

□

□

□

〒 ■

□

□

山形県　県民の森　森林学習展示館  ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

県民の健康増進や休養に役立てるとともに、自然を愛する心を育むために設置されました。
県民の森内は自由に散策ができ、心身のリフレッシュできます。

〇常設プログラム（土・日・祝）…森林案内、クラフト教室

※団体利用、平日利用は事前予約をお願いします

〇各種講座…自然観察、自然あそび、クラフト教室等

■ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

□ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

冬期間（12月～3月）は閉館
所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

約１時間～2時間

提供している環境学習のポイント

※イベントにより参加年齢制限あり
自然観察・自然あそび・木工クラフト・木育・昔あそび等

内　　容

見学可能日時

電話対応（8：30～17：
00） 案内は無料、

クラフトは材料費（100円～2,000円）

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（30日前まで）

１回あたり受入れ可能人数

10:00～16：30（月曜休館）

施設見学・施設利用・県民参加型プログラム
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

１～30名
（常設プログラムの体験は10：00～12：00、13：00～15：00）

森林学習展示館内では、森林と自然の展示、木育ひろばがあり、学習と、幼児の木に親しむ場を

HPのURL ： https://www.ymidori.or.jp/kenmori/

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

担当者名 ： 県民の森　マネージャー　横戸美栄 kenmori@ymidori.or.jp

所在地 990-0361 自然との共生

山形県東村山郡山辺町大字畑谷1933-42（県民の森）
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 023-666-2116

 部 署 名 ： 県民の森　事務所長　奥山健悦 023-666-2124

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

公益財団法人
やまがた森林と緑の推進機構

省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 10 平成18年6月27日 環境分野
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県民の森専従スタッフ

所長　奥山健悦 　所属・役職名

マネージャー　横戸美栄

指導員　　溝越能理子

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

他、季節のイベント実施、常設プログラム受け入れを行いました。

団体施設利用 　　　　21団体　457名

主催講座参加者 　　　　　20回　　174名

安全確保
・園内の巡視・点検
・救急箱・AEDの設置
・緊急連絡体制の確立
・赤十字救急法短期講習実施

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

森林インストラクター

その他
参考事項

実　　績

令和５年度の受入れ実績

　　　　14団体　283名団体体験利用　

自然観察指導員

木育インストラクター

ネイチャーゲームリーダー

専門スタッフ 氏名 県民の森　森の案内人

ボランティアスタッフ
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( 認定　）

□

□

■

■

〒 □

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

様式第２号（第３条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 58 令和 3年10月8日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

東北クリーン開発株式会社
省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

現地で見て頂きます。

◎座学

ます。

所在地 990-2482 自然との共生

山形県山形市久保田二丁目1番47号
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 023-645-8399

 部 署 名 ： 業務部 023-645-8395

担当者名 ： 村山　充 m-murayama@bz04.plala.or.jp

東北クリーン開発株式会社　施設見学会
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

提供している環境学習のポイント

廃棄物の適正処理とサーマルリサイクルの流れをわかりやすく
解説します。

所要時間

60分程

火曜日～金曜日　（10時～15時）
15名

HPのURL ： https://www.touhoku-clean.co.jp/

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

内　　容

見学可能日時 １回あたり受入れ可能人数

　弊社紹介動画の閲覧。質疑応答など

又、エネルギーをどのように活用しているかを知る

ことで、少しでも身近なものに感じて頂ければと思い

　弊社は山形県内を始め、東北、関東を含めた東日本

エリアから産業廃棄物及び一般廃棄物の受入れ・処分

を行っています。また、廃棄物を焼却する際の排熱を

用いて下水汚泥を乾燥し、リサイクル燃料を製造する

ことでエネルギーの有効活用を実現しております。

　廃棄物の焼却工程、下水汚泥の乾燥工程を実際に

◎施設見学の内容

視察を通して、廃棄物がどのように処分されているか、

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　7　日前まで）

39



　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

村山　充

実　　績

令和5年度の受入れ実績 　　0　　団体　0　　名

安全確保
施設内は大型車両、重機等の往来があるので案内者の指示に従って頂き
ます。またヘルメットの装着、粉じん対策としてマスクの着用をお願いしま
す。
※ヘルメットは貸し出し致します。

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

その他
参考事項

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ

い。）

所長 業務部

専門スタッフ 氏名 木村　悟保 氏名
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( 認定　）

□

□

■

■

〒 □

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

様式第２号（第３条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 59 令和3年10月8日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

株式会社クリーンパワー山形
省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

所在地 990-2482 自然との共生

山形県山形市久保田二丁目1番47号
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 023-664-2802

 部 署 名 ： 業務部 023-664-2804

HPのURL ： https://www.cpy.co.jp/

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

担当者名 ： 村山　充 m-murayama@bz04.plala.or.jp

所要時間

60分程

株式会社クリーンパワー山形　施設見学会
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

提供している環境学習のポイント

廃棄物の適正処理とサーマルリサイクルの流れをわかりやすく
解説します。

内　　容

見学可能日時 １回あたり受入れ可能人数

火曜日～金曜日　10時～15時
15名

　弊社は山形県内を始め、東北、関東を含めた東日本

エリアから産業廃棄物及び一般廃棄物の受入れ・処分

を行っています。また、廃棄物を焼却する際の排熱を

用いて発電を行うことでエネルギーの有効活用を実現

しております。

視察を通して、廃棄物がどのように処分されているか

現地を見て頂きます。

◎座学

　弊社紹介動画の閲覧。質疑応答など。

を知ることで、少しでも身近なものに感じて頂ければ

と思います。

◎施設見学の内容

　廃棄物の受入れ～焼却処分～発電の流れを実際に

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　7　日前まで）
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

安全確保
施設内は大型車両、重機等の往来があるので案内者の指示に従って頂き
ます。またヘルメットの装着、粉じん対策としてマスクの着用をお願いしま
す。
※ヘルメットは貸し出し致します。

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ

い。）

その他
参考事項

実　　績

令和5年度の受入れ実績 　　0　団体　0　　名

所長 業務部

専門スタッフ 氏名 浦野　昌尚　 氏名 村山　充
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( 認定　）

■

■

□

■

〒 □

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

提供している環境学習のポイント

スーパーの店頭などで回収している
食品トレーの行く先は？

内　　容

見学可能日時

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（14～７日前まで）

予約受付時間
9時～17時

１回あたり受入れ可能人数

毎週月曜日～金曜日(祝日を除く)　9時～16時

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

1時間

株式会社エフピコ　山形選別センター
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

30名

HPのURL ： https://www.fpco.jp

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

担当者名 ： 飯田　英人 Hideto.Iida@fpco-net.co.jp

所在地 991-0061 自然との共生

寒河江市中央工業団地162番地
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 03-5325-7809

 部 署 名 ： サステナビリティ推進室 03-5325-7811

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

株式会社エフピコ
省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 30 平成24年8月1日 環境分野

エフピコは世界で初めて使用済み発泡スチロール食品ト
レーをリサイクルしてトレーに再生する、「トレー to ト
レー」と「透明容器のリサイクル」の循環型リサイクルを始
めました。
リサイクルのための選別センターの見学を通じ、ごみの減
量化、資源の有効活用、二酸化炭素排出量削減について、
できることから取り組むことの大切さを学びます。
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

　　　　　2023年度の受入れ実績

その他
参考事項

実　　績

　　　　22団体　　　215名

安全確保

通路よりの見学と成りますので白線の内側でお願いいたします。
（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

2013年より当室所属 山形選別センター現場責任者

主に工場見学、出前講座を担当

サステナビリティ推進室
コミュニケーション推進課
チーフマネージャー

山形選別センター
部門長

専門スタッフ 氏名 新矢　恭三 氏名 石山　和輝
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( 認定　）

□

□

□

□

〒 ■

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

■ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 61 令和4年10月6日 環境分野

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

特定非営利活動法人葉山の里たしろ
学びの里TASSHO

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

省エネルギー

担当者名 ： 齊藤　好弘 ys-tashiro2020@hayama-tashiro.com

所在地 ９９０－０５０３ 自然との共生

山形県寒河江市大字田代370-1番地
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0237-85-0822

 部 署 名 ： 0237-85-0823

HPのURL ： https://hayama-tashiro.com/

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

申込みがあれば、その都度

里山に親しむ（山の恵み探し、宿泊体験等）
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

約３０名

里山の秋の恵みを探したり、野鳥を含む動植物について観察や調査を行うことで、里山
の豊かさを知ってもらいます。
また、天下森トレッキングにより、里山の現状や、森林を手入れすることの大切さを
知ってもらいます。
宿泊学習では、間伐材を使用してドラム缶風呂、キャンプファイヤーなどを楽しみま
す。また、地域で栽培している秘伝豆を使用して豆腐作り体験も味わいいただけます。

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　　日前まで）

提供している環境学習のポイント

地域の里山との暮らしと、里山保全の重要性を体現してもらう

内　　容

見学可能日時

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

全て２時間程度

○ 施設の概要

寒河江市の北西に聳える霊峰・葉山(1462m)。その山麓に広がるのが田代地区です。

平成25年３月に閉校した旧田代小学校が、リノベーションして、里山体験やスポーツ

が楽しめる宿泊施設として生まれかわりました。
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

・白岩小学校との連携里山暮らし体験
・6/16 天下森ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ 5年生 17名

・7/1 豆腐づくり体験 3年生 36名
・10/16 まち探し 1年生 15名

・10/17 自然探索 2年生 ９名

・他の学校、団体の受入れ体験

・5/2 豆腐づくり体験 埼玉県の方 ８名

・5/9 天下森ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ さくらんぼテレビ 10名

・6/10 豆腐づくり体験 西里小４年生 36名
・6/17 豆腐づくり体験 仙台市企業 31名

・6/22 豆腐づくり体験 山形養護学校 9名

・7/22 豆腐づくり体験 大谷小５年生 19名

・9/4 たしろ地内探察 東京外国語大学 9名

・9/6 豆腐づくり体験 東京外国語大学 8名

・9/7 天下森ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ 東京外国語大学 13名

・10/23 天下森ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ NPO団体 9名

・3/2 豆腐づくり体験 雪文化ﾏｲｽｽﾀｰ 8名

・3/28 星空観測会 神奈川県の家族 4名

令和5年度の受入れ実績

理事長 理事

専門スタッフ 氏名 宮林　寛一 氏名 永山　三郎

安全確保
(1)体験場所の事前の下見
(2)安全管理講習会説明
(3)検温・消毒の実施
(4)参加者５～７名に１名の指導員配置

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

自然学習に関する主経歴 自然学習に関する主経歴

実務経験　6年 実務経験　6年

その他
参考事項

実　　績

　　　　　241名
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( 認定　）

□

□

□

□

〒 ■

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

○「環境学習講座開催」の実績は、下記のとおりです。

申込都度開催する。

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

□ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

提供している環境学習のポイント
めだかは、水田環境のバロメーターです。 そこで河北町唯一の
在来めだかを10年間無農薬無肥料（8a）等３タイプの水田に放
流し、主に小学生と幼稚園児を対象にした「探究型」のいきい
き・わくわく水田環境学習を支援します。

内　　容

見学可能日時

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

１時間

（１か月前まで）

HPのURL ：

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　■ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

年間計画による。

田園の恵まれた生態系を活かした、
いきいき環境学習講座並びにその出前講座

制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

20名

①対象者：河北町立谷地中部小学校の自然生活体験クラブ員20名等
②学習場所：河北町畠中の「めだかの学校田」（10年間無肥料無農薬水田で河北在来めだか放流田

③開催時期と回数：毎年６月～11月の６回から８回

④指導者：地域農家と国立農研機構の超一流研修者
⑤この講座最大の特徴は、３年間継続して行った生徒に、町長から「田んぼの子ども博士」
　号を授与され、生涯の思い出にすることができること。

担当者名 ： 会長　奥山仁六　 oku26@fc4.so-net.ne.jp

所在地 999-3531 自然との共生

西村山郡河北町字畑中120
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0237-73-4331

 部 署 名 ： 元泉地域農地・水・環境保全組織運営委員会 0237-73-4331

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 47 平成30年9月20日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

元泉地域農地・水・環境保全
組織運営委員会

省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

氏名 那須　育哉 嶺田　拓也

　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

無

実　　績

氏名

元泉地域農地・水・環境保全組織会長
めだかの学校長　（地域環境専用水
田）

奥山　喜男専門スタッフ

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ

い。）

元泉地域農地・水・環境保全組織の
田園環境教育専任講師

その他
参考事項

10年間農薬肥料施用50％水田

◎西校舎（８a）
10年間農薬肥料県基準量水田

受賞実績

◎本校舎（8a）

10年間無農薬無肥料水田

◎東校舎（30a）

項目 受入実績

小学生・幼稚園児 340人（町の幼稚園・小学生児童）

氏名 奥山　仁六　　

令和５年度の実績

氏名

元山形市立楯山小学校長で山形県を 国立農研機構職員で、日本を代表

代表する理科の先生 する田んぼの草花博士

平成１９年度から地域の子ども達
へ、田んぼの豊かな生態系を活
かした環境教育の先導的活動

平成２４年から「めだかの学校」の
２代目校長となり、専業農家として
次世代などへの環境教育活動

元泉地域農地・水・環境保全組織の
田園環境教育専任講師

安全確保
年間を通して、環境整備と安全管理を、会からの受託者と活動組織役員で
定期実施（見学者の受入れに際

し、配慮していること）
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( 認定　）

■

■

□

■

〒 □

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

□ ■

　株式会社山形県自動車販売店リサイクルセンターは、「自動車の

販売から使用済み自動車の適正処理まで業界で責任を持つ」

という理念のもとに県内18メーカーディーラー全社が出資して

設立されました。

　使用済み自動車の解体、中古部品の生産、再資源化の事業に

取り組んでいる工場の見学と、商品化した中古タイヤ・アルミ

ホイールなどを展示販売しているエコショップの見学を通して

3R(リデュース・リユース・リサイクル)事業等についての学習

を支援しています。

☆見学所在地☆

《リサイクルセンター山形事業所、エコショップカーセンター東根》

東根市一本木一丁目5-28

《リサイクルセンター庄内事業所》鶴岡市寺田字大道下15

《エコショップ・カーセンター庄内》鶴岡市茅原町28-47

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 35 平成26年1月24日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

　株式会社山形県自動車販売
店リサイクルセンター

省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 加藤　清輝 katokiy@yauto-rc.co.jp

所在地 990-2161 自然との共生

山形県山形市大字漆山字行段1422番地
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 023-686-4801

 部 署 名 ： 本社　管理 023-673-0252

HPのURL ： https://yauto-rc.co.jp/

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

毎週月曜日から金曜日　午前9時から午後4時

株式会社山形県自動車販売店リサイクルセンター山形事業所、同センター
庄内事業所及びエコショップ・カーセンター東根、同センター庄内

制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

30名

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　　7日前まで）

提供している環境学習のポイント 小学生から一般社会人。
※受け入れ人数を制限。

安全な学習環境の確保の為。
使用済み自動車の解体等、各種工程の見学を通した3R事業の学

習及び再資源化事業による循環型社会づくりへの取り組み

内　　容

見学可能日時

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

1時間～2時間
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

山形事業所　所長 庄内事業所　所長

専門スタッフ 氏名 笹原　隆雄 氏名 森　仁

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

安全確保

工場見学前に座学、DVDにより事業内容を説明・紹介します。
工場見学の際はヘルメットを着用頂きます。（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

その他
参考事項

実　　績

　令和5年度の受入れ実績 　　　　13団体　　　217名

○ 前年度の実績等について、自由に記入、アピールしてください。活用団

体の内訳（学校の授業、事業所研修会が中心）など

50



( 認定　）

□

□

□

□

〒 ■

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

※通年でない場合はその理由

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

□ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

雨天時中止になりま
す。

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（30日前まで）

冬期間は積雪により見学できません
所要時間

約１時間

菱津環境学習事業
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

提供している環境学習のポイント

地層見学・化石採取

内　　容

見学可能日時 １回あたり受入れ可能人数

４月～１０月
～１０人(応相談)

HPのURL ： https://yamamotogumi.biz/

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

担当者名 ： 工藤　美春 basil@yamamo10.co.jp

所在地 997-1117 自然との共生

山形県鶴岡市下川字東海林場358-67
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0235-75-2334

 部 署 名 ： 総務部 0235-75-2316

様式第２号（第３条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 60 令和3年10月8日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

株式会社　山本組
省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

・化石は発掘される化石の種類よって、地質の時代や環境を知ることができる

貴重なものです。

・弊社の社有地からは貝化石を中心とした化石を多産し、子供たちが体験学習

できる貴重な場所です。

・地層見学と化石採取を通して、地殻変動のメカニズムや庄内の土地の歴史、

また環境保全の大切さを学びます。
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

・・・他

その他
参考事項

実　　績

　　　　12団体　　　382名　　令和5年度の受入れ実績

・豊浦小学校            　　　24名 ・大泉小学校　　　　　　　31名

・朝暘第五小学校　　　　　59名 ・余目第三小学校　　　　30名

・湯野浜小学校　　　　　　 18名 ・余目第二小学校　　　　3２名

・渡前小学校　　　　　　　　10名 ・朝暘第四小学校　　　　110名

安全確保
天候により暑さ・熱中症対策として適宜水分補給の時間を配分。突然のけ
がや病気に対しての救急セットを常備設置。また、土石安全点検簿にその
都度記入し土石の状態を確認している。（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ

い。）

元小学校教員

応用地質研究会会員

株式会社　山本組

専門スタッフ 氏名 氏名 工藤　美春富樫　均

鶴岡市自然交流館「ほとりあ」館長
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( 認定）

■

□

■

■

〒 ■

□

□

ＴEL：

FAX：

Email：

■ □

①　やまがた自然エネルギー学校の開催（環境学習講座）

②

ソーラーシェアリングの取組事例

※通年でない場合はその理由

■ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

■ 電子メール

□ その他（）

環境学習施設等（講座等）事業報告書

やまがた自然エネルギーネットワーク

42 平成28年9月23日 環境分野種別 認定番号

再生可能エネルギー
講座

地球温暖化対策
施設

省エネルギー
■

やまがた自然エネルギーネットワーク事務局

050-3479-2014

0237-48-2298

連絡先

■
循環型社会形成

自然との共生

生活環境の保全

所在地 999-3776

山形県東根市大字羽入2115-4(株)シオン内
その他（）

山形県内での地域・住民主導となった自然エネルギーの取組み推進・
普及啓発など行っています。

専門性を有する資料配布や講師派遣の場
合は、謝金・交通費が必要な場合がありま
す。

見学可能日時

平日9:00～16:00※事務局への申込みで要調整

視察見学先やスタッフの都合により調整が必要となります。

内　　容

申込み方法

見学1時間講座2時間程度

自然エネルギーの取組み見学会・学習会の開催

当団体の会員・企業・地元住民が協働でつくった市民共同太陽光発電所や、
農家が取り組む田んぼでのソーラーシェリング、他にも地域が主体となって取
り組む小水力、風力、バイオマスエネルギーなどの見学会や実践的な学習会
などを開催しております。

希望する要件について、
事務局までお問合せ下さ
い。

さくらんぼ市民共同発電所（東根市）

自然エネルギーには様々なものがあります。また地域に適したものを選んで
いく必要があります。個人の住宅で使う自然エネルギーから、メガソーラーや
風力発電といった大きなものもあります。大きなものでも市民や地域が共同で
つくる発電所もあります。そして、自然エネルギーによる電気を選んで買うとい
う方法も可能になりました。
こうした多様な側面を持つ自然エネルギーを総合的に学び、山形に合った最
適なものを導入していく方法を学ぶための勉強会として組むのが「やまがた自
然エネルギー学校」です。県内外で活躍する第一線で取組む方を講師を招く
とともに、各地域に即した自然エネルギーの利用方法を学び、具体的な導入
方策を参加者とともに考えていきます。

提供している環境学習のポイント

担当者名：

HPのURL：

大山和宏、山田幸司

http://yamaene.net/

info@yamaene.net

制限ありの場合、対象者とその理由
やまがた自然エネルギー学校

<< 事業の内容 >>

制限なし

対象者

制限あり

様式第６号（第６条関係）

■ 環境学習施設等事業　　　　　■ 環境学習講座等事業

1～20名※要相談

団体名

部署名：

所要時間

１回あたり受入れ可能人数

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（随時相談）

申込みの際の注意点 利用料金
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所属・役職名 所属・役職名

環境学習に関する主な経歴 環境学習に関する主な経歴

・ ・

・ ・

・

その他
参考事項

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ

い。）

専門スタッフ 氏名

安全確保

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

県内における再生可能エネルギー事業に関する相談対応

再生可能エネルギーに関する講演活動

氏名 三浦秀一

令和5年度の受入れ実績

山形県内の各地域で取り組む自然エネルギーの普及推進活動を行う際には当該
地域や地元住民の皆様の協力により見学会や研修を実施しております。
各種イベントにおいては運営スタッフを設置し、新型コロナ対策を行い。必要に応じ
てイベント保険の設定や安全対策を行っております。

省エネ・再エネ関連活動に関する講演

やまがた自然エネルギーネットワーク代表
東北芸術工科大学建築・環境デザイン学科教授

やまがた自然エネルギーネットワーク　事務局次長

参加者　  269名

行政のエネルギー関連委員を歴任

実　　績

■「やまエネミーティング２０２３ 」
日 時 2023年6月3日（金）14:00
参加者 対面19名、リモート11名

■「やまエネタウンミーティング＠新庄」
日 時 2023年9月2日（土）13:00
会 場 新庄市エコロジーガーデン 文化交流施設2階
参加者 約10名

■「デンマークの再生可能エネルギーと地域共生策」
日 時 2023年12月18日（月）18:00～19:30
会 場 酒田市産業振興まちづくりセンター「サンロク」（酒田産業会館１階）
参加者 約30名

■「やまエネミーティングin置賜」～熱と電気のエネルギーミックスを置賜から～
日 時 2024年2月4日（日）
会 場 ペレットマン小国（小国町杉沢６８−２）
参加者 約10名（対面＋リモート）

■「望む未来をみんなでつくる」－脱炭素で農山村を再生する－
日 時 2024年2月9日（金）13:30～15:00
会 場 東平田コミュニティセンター（酒田市生石字登路田8番地の1）
参加者 約100名

■「「住みたい」×「持続可能」な街を考える若者座談会 in 酒田」
日 時 2024年3月9日13:00～16:30
会 場 TOCHITO交流棟（酒田市千石町1-12-38）
参加人数 12名（山形県内の10代～30代）

■「営農型発電勉強会in庄内」
日 時 2024年3月21日（木）13:30
会 場 （株）メカニック２Ｆ会議室（砂越字中台７）
参加人数 7名

■環境フェアつるおか2023出店
日時 2023年9月24日（日）9：30～14：30
会場 小真木原総合体育館（鶴岡市小真木原町2-1）

地域の再生可能エネルギー取組みのネットワーク化

自然エネルギーに関心があるけれど分からないことが多い方
自然エネルギーに関心があって具体的な活動を行いたい方
自然エネルギーを地域の活性化に結び付けたい方など、ご参加をお待ちし
ています。

山田幸司
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( 認定　）

□

□

□

□

〒 ■

■

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

□ ■

※通年でない場合はその理由

■ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

■ その他（　　　　　　）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 65 令和5年10月19日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

山形中央観光株式会社
省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 庄司　菜々美 yct@hb.tp1.jp

所在地 999-3774 自然との共生

山形県東根市郡山348番地4
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0237-48-6116

 部 署 名 ： 事務部 0237-48-6117

HPのURL ： https://chuokankou.com/

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業　　　　　■ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

約30人

・「ジオパークを満喫in遊佐～初級編～」8/5(土)～8/6(日)
しらい自然館を拠点に、遊佐町の湧き水や自然体験ができる１泊２日のツアーを
行った。主な目的は参加者の方のふるさと山形への愛着を育むとともに、自然への
関心、保護意識を高めることである。
昨年度までは対象は親子限定であったが、今年度からは小学生4年生以上に限り子
どものみの参加も可能とし、対応スタッフを増員。
鳥海山の伏流水が湧き出る釜磯での海水浴や、希少なカジカが生息する牛渡川で
の川遊び、胴腹の滝での湧き水試飲等、五感を使った体験は、長らくコロナ禍で制
限された学校生活を送る子供たちにとって、とても新鮮だった様子。
「来年も来たい！」との声が多く聞かれた。当たり前のように蛇口をひねれば出てくる
生活の基盤ともなる水は、いったいどこからくるのか、その根源に触れ、人と自然が
共生していくこと、限りある資源の使い方について今一度見つめ直すきっかけを作る
ことができた。

・食べ物のアレルギー
についての申告 ・貸切バスや宿泊施設利用、食事のた

め

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　　日前まで）

LINE

提供している環境学習のポイント
小学生以上対象。

水場等での安全性確保のため。SDGｓを体感するためのバスツアーを実施し、自然への関心、
保護意欲の向上を図るとともに山形の魅力を再発見する。

内　　容

見学可能日時

湧水の冷たさが無理なく体感できる夏季に限定。
所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

一泊二日
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

令和５年度の受入れ実績

古澤弘美 石井佳太

専門スタッフ 氏名 氏名

安全確保
・熱中症対策のため、こまめに水分補給や休憩時間の確保をするよう徹底
・水辺での監視徹底
・コロナ流行時には感染対策の徹底
・子どもの人数に応じてのスタッフの増員

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

・SDGｓ検定資格 ・SDGｓ検定資格

・スクールインタープリター ・スクールインタープリター

・自然体験活動指導者認定 ・SDGsファシリテーター

その他
参考事項

・来年度以降もジオパークを満喫ツアーは企画予定。
その他SDGｓ体験学習についても積極的に実施していく。

実　　績

・「ジオパークを満喫in遊佐町」　8/5（土）～8/6(日)
参加者：大人6名　子ども15名
しらい自然館を拠点に湧水体験や星空学習、海水浴を体験。
前年度参加者のご家族の方が、今年度も参加してくれ、年々リピーターの増
加が見込める。初の試みとして、スタッフを増員して水辺近辺などを特に見
回り強化することで、子どものみの参加も可としたことで、兄弟での参加をし
てくれた子もおり、ご家族の方からは「子供が自立するきっかけができて良
かった」とのお声も聞かれた。

・「やまがたの森林を遊ぼう！～冬コース～」　12月23日(土)
参加者：大人5名　子ども14名
山形県森林サービス産業創出事業の一環として、金山町で伝統的な金山住
宅を見学し、ピザづくりを体験。鮭川村ではかんじきを履いてトレッキング体
験を行った。当日は積雪量も多く寒いながらも、子供たちは自分で作ったピ
ザを食べたり、初めて履くかんじきに苦戦しながら無事に小杉の大杉で全体
写真を撮ったりと、にぎやかなツアーとなった。参加者の中には同年８月の
ジオパークを満喫in遊佐町に参加してくれた子供たちが多く見受けられ、年
間を通して弊社のSDGｓ活動を広めることができた。

(NEALリーダー )
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( 認定　）

□

■

■

□

〒 ■

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

□ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

団体名

 部 署 名 ：

所要時間

様式第６号（第７条関係）

環境学習施設等事業　・　　環境学習講座等事業

約30人

提供している環境学習のポイント

999-4205

見学可能日時

年間計画に定める実施場所（尾花沢市内）

内　　容

１回あたり受入れ可能人数

申込み方法

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　　日前まで）

制限あり

　申込みの際の注意点 利用料金

希望により随時対応

対象者

担当者名 ：

HPのURL ：

0237-22-0433

0237-22-0433

連絡先

□ 出前講座

制限ありの場合、対象者とその理由宮沢環境学習事業

<< 事業の内容 >>

制限なし

里の知恵と技術から学ぶ
自然保全の大切さの教育

■

宮沢地区公民館

尾花沢市大字押切1
（宮沢地区公民館内）

地球温暖化対策

循環型社会形成

自然との共生

生活環境の保全

施設見学

その他（　　　　）

所在地

省エネルギー

環境学習施設等（講座等）事業報告書

宮沢翁塾
ミ ヤ サ ワ オ キ ナ ジ ュ ク

6 平成16年12月27日 環境分野種別 認定番号

再生可能エネルギー

宮沢地区の自然観察、美化運動など住民参加型の地域振興事業への参加体験を
通じて、自然環境保全について学習します。
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

　６０名

実　　績

令和５年度の受入れ実績

－

宮沢翁塾代表

氏名 菅藤　広一

その他
参考事項

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ

い。）

専門スタッフ 氏名

安全確保

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

○花植え活動（芭蕉の道フラワーロード）
○ハス園見学会（山刀伐ハス園）
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( 認定　）

□

□

□

■

〒 □

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

(お昼時間　12時〜13時を除く）

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

社内カレンダーにより異なる場合がありますので、
必ずご確認ください。

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

1時間

提供している環境学習のポイント

見学を通して、環境を思いやる気持ちと
リサイクル活動実践の行動力を身につける

内　　容

見学可能日時

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　２日前まで）

１回あたり受入れ可能人数

毎週月曜日から金曜日　10時から15時

ヨコタ東北アメニティセンター
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

お一人様からでもＯＫです。
大勢の場合は要相談。

HPのURL ： http://www.yokota-co.co.jp

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

担当者名 ： 阿部　祐見 minnmi.3@ceres.ocn.ne.jp

所在地 996-0053 自然との共生

新庄市大字福田字福田山711-139
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0233-29-3611

 部 署 名 ： 総務部 0233-29-3612

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

株式会社　ヨコタ東北
省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 1 平成16年12月27日 環境分野

食品トレーのリサイクル工場と併設する展示施設の
見学や、フィルムを剥がしてリサイクルに回せるトレー
「Ｐ＆Ｐリサイクル容器」に触れる体験を通じて、
資源リサイクルの大切さについての学習をします。

☆アメニティセンター・本社工場見学
・使用済み容器の回収～再資源化処理～再選原料を
使用したトレーの製造までの過程を見学します。

・ミニシアター（アニメーション）やパネル展示も
あります。

62

http://www.necp.co.jp/


　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

  （新型コロナウイルスの影響で、見学受入を一時制限しておりました）

安全確保

バリアフリーになっていますが、車椅子でのご見学の際は事前にご連絡くだ
さい。（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

その他
参考事項

大型バスが止められる駐車場があります。

実　　績

令和５年度の受入れ実績 ２９１　名

例年、学校・消費者団体など多数の見学者を受け入れています。

ブログを更新していますので、ぜひ、ご覧になってみてください。

Http://ameblo.jp/yokota-minnmi/

専門スタッフ 氏名 阿部　祐見 氏名

総務部　課長
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( 認定　）

■

□

□

□

〒 ■

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

「遊学の森」における森林体験学習を通して自然環境学習によって

自然保護、地球温暖化防止、新エネルギーについて学習します。

☆遊学の森「木もれび館」

森林に学び遊ぶ自然環境を考える楽しい体験ができます。

※毎週月曜が休館日（月曜日が祝祭日の場合は、翌日）

■ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

30分～

提供している環境学習のポイント

森に学び、遊びながら楽しく自然環境を考える。

内　　容

見学可能日時

材料費等（詳しくはホームページ）

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（７日前まで）

１回あたり受入れ可能人数

令和５年４月～令和６年３月　午前９時～午後４時

自然観察教室等
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

100名程度まで

・自然観察（探検）教室
森の自然生態を観察しながら、森の案内人が遊学の森エリア
の見所を案内しました。
・木工クラフト教室
自然の素材を使ったクラフト等の創作活動を行いました。
・記念の植樹体験
節目を記念した植樹体験ができました。
・スノートレッキング

HPのURL ： https://www.yugakunomori.com/

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　■ 環境学習講座等事業 対象者

担当者名 ： 三上重幸 komorebi@yugakunomori.com

所在地 999-5401 自然との共生

最上郡金山町大字有屋1761
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0233-64-3305

 部 署 名 ： 遊学の森「木もれび館」 0233-64-3306

□ 施設
団体名 地球温暖化対策

株式会社グリーンバレー神室
振興公社

省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 14 平成18年6月27日 環境分野
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

その他
参考事項

実　　績

令和５年度の受入れ実績 　　　１５団体　２８，６２１名

安全確保

フィールドの安全確保については、体験者５名程度に案内人１名を配置する
など、安全確認ミーティング等を徹底した。（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

遊学の森で20年、指導経験あり 会員44名が県の森の案内人登録をしている。

遊学の森で20年、指導経験あり

専門スタッフ 氏名 三上重幸 氏名 星川隆弘

館長 会長
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( 認定　）

□

□

□

□

〒 ■

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

※通年でない場合はその理由

■ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

□ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 第50号 令和1年9月26日 環境分野

□ 施設
団体名 地球温暖化対策

ＮＰＯ法人山と川の学校
省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： lovely-oohori@ac.auone-net.jp

所在地 999-6212 自然との共生

山形県最上郡最上町大字志茂306番地の3
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0233-44-2820

 部 署 名 ： 0233-44-2820

HPのURL ： http://mogami-yamatokawa.net/

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

子ども体験の森
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

応相談

【　子ども体験の森　】
○山形県みどり豊かな森林環境づくり推進事業交付金を活用して整備された森には、手作りの
　ブランコやターザンロープ、シーソーとハンモックが設置され、小さな子も楽しむことが出
　来ます。
○季節は限られますが、キノコの植菌は、園児から体験することが出来ます。

【支障木だって捨てたもんじゃない！炭っこクラブ】
○除伐→木の収集→窯へ木を詰め込む→口焚き→炭だし→炭通し　など、二日に亘って体験
　する内容となっておりますが、一日ですべて体験することも可能です。

8時30分～17時までの
受付となります。
（土曜、日曜、祝日は
お休みとなります。）

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（2ヶ月前まで）

提供している環境学習のポイント

幅広い年代が同じフィールドで体験することが出来る。

内　　容

見学可能日時

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

2～3時間程度(体験内容によって異なる)
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

理事

専門スタッフ 氏名 奥山　征一郎 氏名

安全確保
○受け入れ人数に対しての指導者数（6名程度に対し、指導者1名）
○受け入れ前に、活動エリアを点検。蜂、ツタウルシなどの発生状況を把
握。（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

○平成24年度から教育旅行の
　受入れを行い、最大200名を
　受け入れ、総括役を担う。
○地元小学校林業体験の受け
　入れ。

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

その他
参考事項

○　＊欄は記入不要です。この報告書は、県のホームページで公開します。

実　　績

令和５年度の受入れ実績 　　2団体　57名

放課後子ども教室(わんぱく学校)　キノコの植菌　参加者数14名

最上町立大堀小学校5年生、1年生（秋のみ参加）総合学習（春：林業体験
枝打ち、除伐、なだ巻作り　秋：ランチスペース修復、焼き芋）　参加者数43
名
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( 認定　）

□

□

□

□

〒 ■

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

年間開催計画による

■ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

□ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

4時間程度

提供している環境学習のポイント

森の果たす役割や環境への関心・知識が身につく感動森林体験

内　　容

見学可能日時

予約受付時間9時〜15
時 実費負担

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　7日前まで）

１回あたり受入れ可能人数

森林・自然環境学習会等
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

25名程度

HPのURL ：

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

担当者名 ： 庄司一夫 kazuo193@sd6.so-net.ne.jp

所在地 999－5602 自然との共生

最上郡真室川町大字及位735－33
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0233－66－2658

 部 署 名 ： 0233－66－2658

□ 施設
団体名 地球温暖化対策

甑山探究会
省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 12 平成18年6月27日 環境分野

小中学校の総合学習の場、また、地域の生涯学習活動などで
大人も子どもも一日たっぷり楽しみながら感動体験できる森
林自然環境です。この中で「森林・自然環境学習会」等を通
じて、森の果たす役割や環境への関心、知識を身につけます。

☆塩根川「学校の森」森林体験学習

森の中で、植樹、枝打ち、下刈り体験や木工クラフト、ピザ

づくり体験等を行い、森の中を散策して遊びます。さらに、

「ブナ美林と巨木の森」に行き、「森のミステリーサーク

ル」を散策し、子どもたちが興味や関心を誘う「物語」を持

つ森の長老、千年も生き続ける巨木たちに触れ体感する自然

環境学習を行います。
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

その他
参考事項

実　　績

　　令和5年度の受入れ実績 　　　　１回　　　48名

【植樹・植菌体験】

安全確保

指導者の配置、現場の事前調査の徹底、事故の防止、傷害保険の加入
（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

遊学の森「森の案内人」

専門スタッフ 氏名 庄司　一夫 氏名 三上　和巳

会長 理事（事務局長）

○ 前年度の実績等について、自由に記入、アピールしてください。活用団体

の内訳（学校の授業、事業所研修会が中心）など
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( 認定　）

□

□

□

■

〒 ■

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

■ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 13 平成18年6月27日 環境分野

□ 施設
団体名 地球温暖化対策

特定非営利活動法人
田舎体験塾つのかわの里

省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 安食輝敏 inｆo＠inｋa－ｔaikeｎ.jｐ

所在地 999-6403 自然との共生

最上郡戸沢村大字角川４８１－１
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 ０２３３ー７３ー８０５１

 部 署 名 ： ０２３３ー７３ー８０５１

HPのURL ： http：//wwww.inaｋa－taiken．Jｐ

□ 環境学習施設等事業　　　　　■ 環境学習講座等事業 対象者

所要時間

角川の里山村体験プラン
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

提供している環境学習のポイント

内　　容

見学可能日時 １回あたり受入れ可能人数

申し込みがあればその都度開催します。
１００人

（　90～7　日前まで）

実費など。宿泊施設も紹介します。詳し
くはお問い合わせください。

様式第６号（第６条関係）

農村の自然や文化を学び、豊かに生きるための知恵を会得します。

概ね２時間程度

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

人と自然が関りあいながら形成してきた里地里山の生態について、体験を通して学ぶことができ

ます。

自然と環境に配慮しながら、いかにして持続可能な生活スタイルを創り上げることができるかとい

うことを考えていきます。

農業体験、林業体験、郷土食体験などを行います。
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

教育旅行のインストラクターやトレッキング

のガイドを長らく努めてきた。

◯教育旅行　仙台市立山田中学校　　　　　　　　９８名　　

◯教育旅行　仙台市立高砂中学校　　　　　　　１４２名

◯教育旅行　仙台市立東華中学校　　　　　　　１２１名

◯教育旅行　仙台市立岩切中学校　　　　　　　１７７名

◯山形大学フィールドラーニング　　　　　　　　　　３０名

◯浄の滝トレッキング（春）　　　　　　　　　　　　　　１８名

◯今神山と肘折カルデラを巡るトレッキング　　　　１４名

◯浄の滝トレッキング（秋）　　　　　　　　　　　　　　２０名

◯幻想の森ガイド研修　　　　　　　　　　　　　　　　１２名

◯台湾：苗栗高校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２名

◯本所賀川記念館農村留学　　　　　　　　　　　　　２０名

専門スタッフ 氏名 安食輝敏 氏名

その他
参考事項

実　　績

令和５年度の受入れ実績 　　　　１２団体７２１名

安全確保

地元で保全している安全なフィールドで実施。安全講習会の開催。
（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ

い。）

◯教育旅行　仙台市立長命ヶ丘中学校　　　　　　５７名

事務局長
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( 認定　）

■

■

□

□

〒 □

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

□ ■

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

□ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 2 　2004年　12月　27日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

ＮＥＣパーソナルコンピュータ株式会社
米沢事業場

省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 髙橋　　淳

所在地 992-8520 自然との共生

山形県米沢市下花沢2-6-80
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0238-24-1500

 部 署 名 ： 事業支援部 0238-24-1543

HPのURL ： https://www.nec-lavie.jp/company/

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

NECパーソナルコンピュータ米沢事業場
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

10名～20名程度

パソコンの環境配慮設計や生産効率化、省エネルギー等の取組状況について、工場見学を通じ
て、環境に配慮した事業活動のあり方について学習します。
☆工場見学
　事業場における環境活動に関する工場見学ができます。
・環境マネジメントシステムの構築・運用
・製品における環境配慮・廃棄物削減（３Ｒ）
・省エネルギー・環境教育・啓発・グリーン調達
・製品製造工程における省資源(廃棄物削減)、省エネの取り組み
・環境コミュニケーション
（社会貢献、他）

・専用の工場見学申込書を
準備しております。事前に工
場見学希望日、人数、参加
者リストを記入して提出をお
願いします。工場の稼働状
況により、事前に希望日を
調整させて頂きます。

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（14日前まで）

１回あたり受入れ可能人数

事業場休業日以外の日　９時から17時

提供している環境学習のポイント
同業者以外

（商品開発に関する機密情報を含むため）工場見学を行い「ものづくり」での様々な環境の取組みを学習

内　　容

見学可能日時

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

約1時間程度
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

専門スタッフ 氏名 髙橋　淳 氏名

事業支援部　マネージャー

その他
参考事項

実　　績

　2023年度の受入れ実績

パソコンメーカーで初めて「エコ・ファースト」を取得しました！
「ものづくり」現場で効率化による省エネルギーについて学べます。
※「エコ・ファースト」とは、環境省と企業が環境に係る取組みを実施する
ことを約束する制度です。

91団体 833名(ﾘﾓｰﾄ見学含む)

安全確保 小学生、中学生の工場見学時は、内履きを持参ください。

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）
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( 認定　）

□

□

□

■

〒 ■

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

・木製ブロックができるまでの見学

木製ブロックを作るきっかけ（未利用材の活用）

木材の種類について（地元広葉樹について）

木材の乾燥について（木の特性や含水率が大切な訳）

木材の加工について（1/100ミリ単位で削り分ける意味）

※機械でブロック型に削り出す様子をご覧いただけます。

※木製ブロックを手に取って遊んでもらうこともできます。

・木製ブロックを使ったワークショップ(出前での実施も可)

《 メニューの例 》 ※次のページに写真があります。

観葉植物風にデザインして作る鉢植え

思い思いに組み合わせて作るストラップ

※通年でない場合はその理由

□ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 48 平成30年9月20日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

株式会社ニューテックシンセイ
省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 山岸　新司 info@mokulock.com

所在地 992-0021 自然との共生

山形県米沢市大字花沢3075-1
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0238-21-3155

 部 署 名 ： もくロック事業部 0238-21-3171

HPのURL ： https://www.nt-shinsei.com/       と　　　　　https://mokulock.com/

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

降雪期以外

地元広葉樹の未利用材から作った木製ブロックの
加工場見学や木製ブロックを使ったワークショップ
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

加工場見学は10名程度（それ以上の場合は、複
数回に分けて見学）、ワークショップは５名位
までを交代しながら実施（要相談）

電話の場合の
受付時間は、

平日9時から17時まで

・見学は無料
・ワークショップは有料
　　内容により金額が異なります（１人
　　当たり材料費300円～1500円（植木
　　鉢やストラップ等の実費））。

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　　日前まで）

提供している環境学習のポイント
※木材加工の現場では、細かいお
がくずが飛散している為、肺炎・気
管支炎等を患っている方はご注意

ください。

・地元の間伐材などの未利用材（無垢材）の角材から木製ブ
ロック になるまでの工程を見ていただきながら、森林資源保全
の大切さ や未利用材の活用について学んでいただけます。
・木製ブロックを使ったワークショップ（工作体験）ができま
す。

内　　容

見学可能日時

※加工場が本社社屋から離れており、雪が積もって加工場への
  移動ができない場合がある為。
※少人数の場合は対応可能な場合もあるのでご相談ください。

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

見学30～60分位、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ5～30分
位
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

もくロック事業部
コーディネーター

実　　績

　令和5年度の受入れ実績 　　　3　団体　　12　名

・県内の高校生とTV局での取材
・少人数での見学

安全確保

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

・見学については危険箇所がないかどうか、ワークショップについては作業内
　容に危険がないかどうか、あらかじめ複数のスタッフで確認しています。
・加工場が本社社屋から離れており、外に出ての移動になる為、大雨など荒天
　時には足元等への注意を促します（移動が困難と判断される場合は加工場
  見学を中止する場合があります）。

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

その他
参考事項

より多くの人に山形県の森の魅力を知ってもらうために、社員が「山形県　源
流の森センター」で行われている「森の案内人養成講座」に参加し、自然に
触れる楽しさを学び、それを伝えられるよう心掛けています。

2016年から「やまがた絆の森プロジェクト」に参加し、山形県や南陽市と協定
を結び、社員と地域が一緒になって、赤湯地区にある十分一山周辺の森
（「もくロックの森」）づくり活動を行っています。

国内では、余剰木材利用や木育教材の提供等が評価され、
2016年、「はばたく中小企業・小規模事業者300社」
2017年、「環境保全推進賞 山形県知事賞」
2017年、「地域未来牽引企業」
2018年、「ウッドデザイン2018　奨励賞」
2020年、「地域環境保全功労者表彰」
2021年、「米沢品質AWARD2021」
に受賞・選定されました。

海外では、木製ブロックの出品により
2015年、メゾン・エ・オブジェ・パリ2015年1月展では、環境に配慮して
　　　　　継続可能な商品をつくる企業に贈られる「グリーン・アイテナリー賞」
2019年、「Eco Excellence Awards　Best Nursery Products of 2019」
を受賞しました。

ワークショップ例

源流の森　森の案内人養成講座受講 源流の森　森の案内人養成講座受講

専門スタッフ 氏名 山岸　新司 氏名 浜田　洋行

もくロック事業部
開発技術課　課長
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( 認定　）

□

□

■

□

〒 □

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

発電機で発電370kw/h

随時受付

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 □ 電話 □ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

1時間

提供している環境学習のポイント

バイオガスを利用した温暖化防止と農業振興

内　　容

見学可能日時

1.畜産関係者の防疫
　確認
2.2週間以内の海外
　渡航確認

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　　7日前まで）

１回あたり受入れ可能人数

環境学習施設事業
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

20名前後

畜産廃棄物と食品残渣を破砕混合


発酵槽へポンプ圧送

発酵槽において攪拌混合し30日―40日熟成

消化液タンク 液肥利用

バイオガスをトリートメント

売電残渣を農地還元

HPのURL ： https://react-biogas.com

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

担当者名 ： 片桐　一樹 kzkatagiri@tendokankyo.jp

所在地 994-0057 自然との共生

山形県天童市石鳥居2-2-50
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 023-658-4141

 部 署 名 ： 営業部長 023-658-4142

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

リアクトバイオガス株式会社
省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 64 令和4年10月6日 環境分野
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

その他
参考事項

山形県リサイクルシステム認証

実　　績

令和５年度の受入れ実績 　　　　50名

今年度は既に50名を超える見学を実施しております。米沢市様をはじめ、山
形県議会厚生環境常任委員会の皆様からもご視察いただきました。また、
行政各種諸団体の皆様からの視察ご要望をいただいております。
今年度も米沢興譲館高校探求科の視察受け入れの予定となっております。
また、原料の受け入れとしては食品原料が平均で月300tあり、発電量も
300kw/hと安定稼働しております。
現在再生可能エネルギーを利用した固定化価格買取制度により電力会社
に売電し、排出される残渣を農業資材に改良し、農家の方々に活用いただ
いております。その効果は絶大でプロッコリー、アスパラガスなどは大変大き
くなり、好評を得ています。
昨今の肥料の高騰を受け、排出残渣の利用が持続可能な農業の基盤とな
るべく大変な注目をあびています。
今後は地球温暖化ガスである、メタン、CO2を有効利用しエネルギー変換す
ることで温暖化防止に努め、持続可能な農業の推進を図るべく、多くの方々
からご覧いただきたいと思います。

南陽市衛生組合説明 同左

山形県議会議員視察説明

安全確保

屋外での説明
（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

米沢興譲館探求科への説明 同左

山形県置賜総合支庁視察説明 同左

米沢市視察説明 同左

専門スタッフ 氏名 片桐　健悦 氏名 高橋　公平

代表取締役 施設所長
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( 認定　）

□

□

□

■

〒 □

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

■ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

常時開催ではなく申込に
よる開催となります。
業務都合でお受けできな
い場合がありますので、
早めにご相談ください。

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（20日前まで）
有料（10名まで10,000円、11～20名13,000
円）
※小中高生は応相談
※ガイド謝礼、資料代等

※水曜日は生ごみ搬入をおこなっておりません
所要時間

２時間

循環型地域づくり「レインボープラン」、
長井市レインボープランコンポストセンター見学

制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

提供している環境学習のポイント

レインボープランは
生ごみから堆肥を作る循環の輪！

内　　容

見学可能日時 １回あたり受入れ可能人数

月、火、水、金曜日（祝日・年末年始を除く）
9時30分～15時30分

20名　（20名以上は応相談）

HPのURL ： http://samidare.jp/rainbow/

<< 事業の内容 >>

環境学習施設等事業　・　　環境学習講座等事業 対象者

担当者名 ： 小林　美和子 info-rp@e.jan.ne.jp

所在地 993-0002 自然との共生

長井市屋城町1-40
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0238-88-2601

 部 署 名 ： 事務局

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

レインボープラン推進協議会
省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

様式第６号（第７条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 32 平成24年8月1日 環境分野

☆「レインボープラン」とは
長井市では、家庭の台所から出る生ごみを他のごみと分

別して回収し、「コンポストセンター」に集めて堆肥を
作っています。その堆肥を農家が田畑にまき、野菜や米を
育てます。できた野菜や米は、長井市の家庭の食卓や学校
給食に並び、再び生ごみとして回収されていきます。

見学内容
レインボープランの説明（座学） 約１時間

コンポストセンター見学 約４０分

※座学は近隣のコミュニティセンターで行います。
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一定の研修を受けたボランティア市民ガイドが説明・案内します。

その他
参考事項

○　コンポストセンターの所在地は、長井市五十川5632です。
　
○　生ごみや畜ふんを発酵させて堆肥を生産している関係上、施設内で臭
　気を感じたり、衣服に付くことがあります。気になる方は見学をご遠慮くだ
　さい。

専門スタッフ

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ

い。）

安全確保

－
（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

実　　績

R５年度の受入れ実績 　　　9団体　43名
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( 認定　）

□

□

□

□

〒 ■

■

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

　　　 　

■ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

□ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

様式第６号（第７条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 33 平成24年8月1日 環境分野

■ 施設見学
団体名 地球温暖化対策

省エネルギー

□ 出前講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 澤出　真紀 manabikan@mogami-river.net

所在地 ９９３－００４２ 自然との共生

山形県長井市平山２７４３－４（野川まなび館）
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 ０２３８－８７－０６０５

 部 署 名 ： ０２３８－８７－０６１１

HPのURL ：

<< 事業の内容 >>

環境学習施設等事業　・　　環境学習講座等事業 対象者

所要時間

20分～2時間

長井ダム水源地域における環境学習事業
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

提供している環境学習のポイント

長井ダム水源地域の豊かな自然に触れて
地域資源や環境保全の大切さを学ぶ

内　　容

見学可能日時 １回あたり受入れ可能人数

10名～40名

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　　７日前まで）

野川まなび館では、置賜野川の歴史をはじめ地域の暮らしや風土文化、

動植物の生態や地質など様々な観点から流域の環境について学ぶこと

が出来ます。

講座やイベントでは、水循環や水資源、長井ダム水源地の治水、利水、

水質について学習することが出来るほか、実際に長井ダム水源の豊かな

自然に触れながら環境保全や長井市の歴史・文化について楽しく学べま

す。

☆主なメニュー

・野川の自然・歴史・長井市の水循環について学ぼう（展示室）

・水の郷 清流ウオーキング

（冬の3ｋｍコース・夏～秋の4,6,7,8,10ｋｍコース）

・ウオーターインタープリター養成講座(無料）

・ながい百秋湖ボートツーリング「絶景・三淵渓谷通り抜け参拝」

・野川水源地域フォトコンテスト

・最上川桜遊覧(無料）

4月～11月 ： 9時から16時30分

12月～3月 ： 9時から16時

野川まなび館の見学は無料

体験・イベントの参加費は～2000円

※ガイド料、保険料、材料費、外部講師

への謝金等

特定非営利活動法人

最上川リバーツーリズムネットワーク

https://www.facebook.com/manabikan
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専門スタッフ

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ

い。）

安全確保

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

その他
参考事項

実　　績

氏 名 佐藤 五郎

所属・役職名 代表理事

環境学習に関する主な経歴

国土交通省最上川水系流域委員会副委員長

国土交通省河川環境保全モニター

山形県環境アドバイザー

美しい山形・最上川フォーラム副会長

山形県自然環境保全審議会委員（自然公園部会長代理）１９８９～２００１

山形大学人文学部非常勤講師（環境科学論）１９９７

ストップ温暖化「エコカップやまがた」実行委員長

長井ダム水源地域ビジョン推進会議 会長

「 環境やまがた大賞」 ２０２３年 受賞

「輝く県民活躍大賞」 ２０２３年 受賞

令和５年度の受入れ実績 ５７０８名

令和５年度は、自然豊かな周辺環境を活かした課外活動や研修会開催の申込が多

数あり活動拠点としての位置づけが浸透している。小学生の社会科見学や環境学習の

一環として活用されており、大学生のフィールドワークの受入、団体利用の一般見学・

案内など幅広い世代を対象に展開しています。

第１０回を迎えた「野川水源地域フォトコンテスト」は、県内はもとより県外からの応募

も目立つようになり、ながい百秋湖や置賜野川の美しい自然と人が織りなす文化を見直

すきっかけとなり、地域の魅力発信に広く繋がっている。

ダム湖（ながい百秋湖）を活用したボートツーリング「絶景・三淵渓谷通り抜け参拝」に

は、県内外や海外からも多く訪れ、昨年度は２０１１名が参加された。

桜の時期に最上川をボートで遊覧し最上川の魅力を体験してもらう。

絶景だけでなく、郷土の歴史や文化、環境保全についても学ぶことができ、開催を通し、

長井ダム水源地域への高まりが感じられます。

ダム湖及び河川周辺におけるライフジャケットの着用

ボートの船舶検査、運輸局の安全規定遵守

体験イベント実施の際は保険に加入する事
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( 認定　）

■

□

■

■

〒 □

■

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

牛ふんを利用したバイオガス発電所や太陽光発電所・小水力

発電所の施設見学を通して仕組みを学ぶ

施設見学をしながら、各発電所の概要及び実績を説明します。

● 長井おひさま発電所 ● 野川３号幹線小水力発電所 ● ながめやまバイオガス発電所

　敷　地　面　積：約4.0ha 　敷　地　面　積：約44.57㎡ 　敷　地　面　積；約0.89ha

　最　大　出　力：1,900kW 　最　大　出　力：15kW 　最　大　出　力：500kW

　令和5年度発電量：2,087,100 kWh 　令和5年度発電量：19,820 kWh 　令和5年度発電量：4,205,584kWh

　運 転 開 始 日：平成25年8月 　運 転 開 始 日：平成30年9月 　運 転 開 始 日：令和2年10月

　売電先：おきたま新電力㈱ 　売電先：㈱パルシステム電力 　売電先：㈱パルシステム電力

※通年でない場合はその理由

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

提供している環境学習のポイント

内　　容

見学可能日時

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　前日まで）

１回あたり受入れ可能人数

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

　冬期は、積雪状況を見て見学の可否を判断します。
１～１.５時間程度

　ながめやまバイオガス発電所（飯豊町添川）

　申し込みがあれば、その都度調整します。
１５～２０名程度

HPのURL ：

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

　長井おひさま発電所（長井市寺泉）
　野川3号幹線小水力発電所（長井市平山）

　https://tohoku-ohisama.co.jp

担当者名 ：

所在地 自然との共生

生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先

 部 署 名 ：

　993-0002

山形県長井市屋城町７番１号

　齋藤　潔子 　yukiko-s@nas-con.co.jp

　0238-88-5244

　0238-87-4157

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成
東北おひさま発電株式会社

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

省エネルギー

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 　　　年　月　日 環境分野
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

● 野川３号幹線小水力発電所 　　　　　１団体　　　　　３名

●ながめやまバイオガス発電所

現地を見学していただきながら、各発電所の説明を行いました。

　・行政（県内・県外）

　・各種団体（研修会）

　・教育機関（小学校～大学の授業・研究）

　・一般企業

ながめやまバイオガス発電所　見学の様子

ホームページでは、リアルタイムで発電量が表示され、誰でも閲覧が可能です。

（バイオガス発電所除く）

　取り組んでいます。

　希望する地域住民や農家への無償配布も行っており、リピーターも増加しています。2023年春には

　　バイオガス発電所を中心に、「環境保全・改善」「地域資源の活用」「循環型社会の形成」を目指し、

　（福島県いわき市）、南相馬おひさま発電所（福島県南相馬市）の太陽光発電所を保有しています。

　　視察可能な３施設のほかに長井第２おひさま発電所（長井市伊佐沢）、　いわき・おひさま発電所

　「バイオマス液肥利用組合」を発足させ、町内農家の皆さんが自ら散布作業をしています。

　　　　６５団体　　　５９７名

令和5年度の受入れ実績

　します。メタン発酵の過程で生産された消化液（液肥）は、近隣の牧草地へ散布しています。また、

　　バイオガス発電所が2020年7月に竣工し、10月より本稼働しました。本施設は、近隣の畜産農家から

　牛ふんを地下埋設パイプを通して集め、嫌気性発酵により発生したメタンガスを燃焼させることで発電

その他
参考事項

実　　績

安全確保

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

スタッフの指導のもと、危険がないよう安全確保に努めます。

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

施設見学対応　1年以上

専門スタッフ 氏名 沼澤　孝典 氏名

取締役
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( 認定　）

□

□

□

■

〒 ■

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

①受託事業：南陽市木育教室

南陽市内の幼児施設で木とふれあう機会を提供し、自然への興味や木への親しみを持ってもらう

活動をしています。

木片や木の実を利用したネイチャークラフト制作、自然あそび等を実施しています。

②受託事業：各種森林体験、クラフト体験の提供

企業の森、学校林の森林整備活動の指導、クラフト制作体験の提供、森林案内等、各種団体からの

依頼に対応いたします。

③自主事業：大森林祭の開催

南陽市荻にて、散策やクラフト体験等を主とした祭りを開催しています。

■ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

様式第６号（第６条関係）

種別 認定番号 51 令和元年9月26日 環境分野

団体名 地球温暖化対策

省エネルギー

再生可能エネルギー

循環型社会形成

所在地 992-0582 自然との共生

生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 080-3197-4599

 部 署 名 ： 理事 0238-40-8333

担当者名 ： 横戸美栄 mobety3196@hotmail.com

HPのURL ： http://www2.jan.ne.jp/~moridon/

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業　　　　　■ 環境学習講座等事業 対象者

制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

提供している環境学習のポイント

内　　容

見学可能日時 １回あたり受入れ可能人数

事前相談により通年対応いたします。

所要時間

２時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（４５日前まで）

□

■

環境学習施設等（講座等）事業報告書

施設

NPO法人美しいやまがた森林活動支援センター
講座

南陽市荻978-1

森林案内、木育教室

木育や森林体験を通じ、循環型の生き方や環境保全、生きる力
などを学ぶことができます。

２０名程度

スタッフ１名15000円程度（保険料、下
見含む人件費等として）+材料代を目安
に応相談。
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

氏名 細川秀彦 氏名 横戸美栄

源流の森インタープリター 森林インストラクター

上山クアオルト案内人 ネイチャーゲームリーダー

救急救命士 自然観察指導員

理事 副理事長

その他
参考事項

実　　績

令和５年度の活動

①南陽市からの受託事業
幼稚園、保育園児の野外での自然体験活動や、
幼児向けクラフトとして木の板に木の実等をつけるクラフト、どんぐり独楽、
小学生向けには竹水鉄砲やクリスマスリース、ミニ門松等のクラフト体験を
提供しました。

②緑の少年団活動での講師
緑の少年団活動（飯豊町添川小、長井市平野小）の支援を行いました。

③企業の森その他、依頼事業への対応
　企業の森での指導や公民館等からの依頼に対応しました。

④大森林祭の開催
　森林散策をメインに、各種クラフト体験を提供しました。

⑤「森林と林業への夢を語る会」の開催
　森林・林業に関係する方々の意見交換の場を設けました。

★それぞれに特技を持ったスタッフが
ご案内します★

専門スタッフ

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

安全確保
1　傷害保険への加入
2　救急キットの持参
3　安全（救急）連絡網の用意（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

　令和5年度の受入れ実績 　　　20　団体　　約　700名
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( 認定　）

■

□

■

□

〒 ■

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

講演30分以上　学習・体験2時間以上

■ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 16 平成18年6月27日 環境分野

□ 施設
団体名 地球温暖化対策

特定非営利活動法人
庄内エコ・プランニング

省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 齋藤　安和　 yasusaitoｈ@ic-net.or.jp

所在地 997-0834 自然との共生

鶴岡市稲生2-47-25
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 090-6224-1073

 部 署 名 ： 0235-22-0404

HPのURL ：

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業　　　　　■ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

申込みがあれば、その都度開催する

環境学習・自然体験活動出前講座等
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

申込み時に調整

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（7日前まで）

原則無料ですが、一部実費程度有料の
場合があります。

提供している環境学習のポイント

講演・野外活動を通して
自然環境・いのちの大切さ・協調性を学ぶ

内　　容

見学可能日時

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

「再生可能エネルギー」、「自然生態学」、
「地球温暖化」等をテーマにした講演・研
修・実験・野外体験活動ができます。
鶴岡市小国地区の野外フィールドを活用し、
フィールドワークや実験・ゲームを通じ自
然環境を学ぶと同時に、命の大切さに気づ
くことや協調性を学ぶ学習を企画し実践し
ています。
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

専門スタッフ 氏名 齋藤　安和 氏名

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

環境カウンセラー（環境省）

省エネ普及指導員

山形県環境アドバイザー

環境一般指導員、衛生管理者

安全確保

活動人員数によって活動指導員のほかに安全監視員を配置、事前のフィー
ルド確認（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

その他
参考事項

実　　績

令和４年度の受入れ実績 ７０名

・エコクラブ支援
　「資源・エネルギー」をテーマに講義・実験と野外活動を実施した。

・児童館の環境活動支援
　「スプリングアドベンチャー」と銘打って森の観察を行った。

サイエンスナビゲーター

87



( 認定　）

■

■

□

■

〒 ■

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

□ ■

※申込みがあれば、その都度開催する

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 27 平成23年8月1日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

株式会社ＪＶＣケンウッド山形
省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 吉川　典孝 yoshikawa.noritaka@jvckenwood.com

所在地 997-0011 自然との共生

山形県鶴岡市宝田１丁目１５番８０号
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0235-24-4811

 部 署 名 ： 管理部事業管理グループ 0235-24-7495

HPのURL ： http://jky.jvckenwood.com/

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　■ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

毎週月曜日～金曜日　10時10分～16時

・私たちの暮らしと地球温暖化「家庭でスタート！地球温暖化防止」
・森の聴診器「耳で聴き五感で感じて描いてみよう」

制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

30～40人程度

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（30～14日前まで）

提供している環境学習のポイント

小学生、中学生、高校生、高専生
工場見学やクイズで省エネ・地球温暖化を楽しく学習

内　　容

見学可能日時

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

施設見学：事前説明20分、見学30分
講座：45分

私たちの暮らしと地球温暖化
家庭でスタート！地球温暖化防止

・環境に配慮した工場設備を見学しながら、省エ
ネや廃棄物の分別、再資源化について学びます。

・球温暖化についてグローバルな視点から、身近
でできることなどクイズを交えながら楽しく学び
ます。学校への出前講座も可能です。

森の聴診器（出前授業）
耳で聴き、五感で感じて森を描いてみよう！

・教室で森の音（自然界の音）を聴き
イメージした風景と聴こえた音から
「オノマトペの森」をつくってみよう。
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

令和５年度の受入れ実績

管理部事業管理グループ 管理部事業管理グループ

専門スタッフ 氏名 奥山　幸寿 氏名 吉川　典孝

安全確保

班分けにて混雑・密にならないようして工場見学をしていただいています。
（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

その他
参考事項

●2006年度から社員の環境への意識向上も兼ね赤川河口クリーンアップ活
動を労働組合共催で行っています。この活動には庄内総合支庁、ＮＰＯパー
トナーシップオフィスから支援、近隣企業からも参加をいただき産・官・民合
同の活動となっています。今年で18目年となりました。（内1回荒天中止）
今年もコロナに配慮し社員と庄内総合支庁含む40名で実施。
回収したごみはゴミ袋115袋 総量630kgでした。

実　　績

　　　２団体　６０名

■工場見学受入実績
　・鶴岡中央高等学校　総合科1年生　　　　30名
　・鶴岡中央高等学校　普通科1年生　　　　30名
　※教職員除く

　工場見学の説明については、OB・OGを選抜し生徒への説明を行っていま
す。

■環境出前講座実績
　・羽黒小学校　4年生　　42名　　　※教職員除く
　　小学校体育館にて実施
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( 認定　）

□

□

□

□

〒 ■

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

■ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 □ 電話 □ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

団体名

所要時間

１回あたり受入れ可能人数

対象者

様式第６号（第７条関係）

環境学習施設等事業　・　　環境学習講座等事業

制限特になし

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

 部 署 名 ：

利用料金

提供している環境学習のポイント

（　　日前まで）

見学可能日時

内　　容

申込み方法 　申込みの際の注意点

・山形県シェアリングネイチャー協会や傘下の４つの地域の会（庄内、最上、村山、置賜）が
年間計画に基づいて主催するネイチャーゲームの体験会に参加いただけます。

・また、ネイチャーゲームの出前講座の依頼をいただければ、年間を通して講師を派遣しネイ
チャーゲームの提供ができます。学校やPTA行事、地域の子供会など、自然に関する特別な知識
がなくても、豊かな自然の持つさまざまな表情を楽しむことが出来て、自然の不思議や仕組み
を学び、自然と自分が一体であることに気づくことができます。

・現在、ネイチャーゲームアクティビティは、１６０種類以上あります。多種多様な活動を活
かし、自然に関する知識や年齢に関係なく楽しむことができます。また、自然の中だけでな
く、町中の公園や、学校の校庭でも手軽にできるのがネイチャーゲームの魅力の一つです。

・ネイチャーゲームにはさまざまな効果があることを実体験していただけます。
・自然や環境への理解が深まります
・五感によるさまざまな自然体験が得られます
・自然の美しさや面白さを発見できます
・他者への思いやりや生命を大切にする心が育ちます
・感受性が高まります

応相談（６０分から１２０分位）

０９０－７５６８－８０２７

０２３－６２２－１９０９

連絡先

制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

□

ネイチャーゲーム実践にかかる教材代
の実費

事務局長

ネイチャーゲームでの自然の体験活動

<< 事業の内容 >>

制限なし

山形県鶴岡市添川字宮田14-1
(　連絡先　〒990-0034　山形市東原町4-2-23　　　）

身近な自然を五感で感じ、自然を楽しみ、自然と遊び、自然か
ら学ぶ喜びを知る

担当者名 ：

HPのURL ：

有川　富二子 1004rin@gmail.com

循環型社会形成

自然との共生

生活環境の保全

施設見学

その他（　　　　）

所在地

省エネルギー

■ 出前講座

999-7652

環境学習施設等（講座等）事業報告書

山形県シェアリングネイチャー協会

46 平成29年9月27日 環境分野種別 認定番号

再生可能エネルギー

地球温暖化対策
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

ネイチャーゲームインストラクター

・山形県シェアリングネイチャー協会として、令和５年度は出前講座の依頼
  を４１件受け、講師を派遣。参加人数は延べ１，２９８名。

・毎年１０月第３日曜日は、日本シェアリングネイチャー協会が主宰する全
  国一斉  ネイチャーゲームの日として、県内各地でネイチャーゲームの
  体験会を開催して いる。庄内・最上・村山・置賜の4地域においても継続
   して実践している。

・山形県が開催している環境展等では、後援・協力団体としてブースを出展
  し、参加者に対してネイチャーゲームの体験活動を提供したり、ネイャー
  ゲームに関する情報を提供している。また、他の出展団体などと交流し情
  報交換する機会としている。

・当会で主催した講座や研修会は、１５回、参加者は延べ１４１名だった。

加藤  　耕

ネイチャーゲームトレーナー

山形県教員研修講師

　延べ  ４１団体　１，２９８名令和５年度の受入れ実績

ネイチャーゲームリーダー養成講座の修了生で構成する団体であり、養成
講座の中で、全員が必須で危険予知プログラムを受講している。また、毎
年のフォローアップ研修会でも安全確保については研修を積んでいる。新
型コロナウイルスの予防対策を徹底して活動しています。

リーダー養成講座主任講師

実　　績

リーダー養成講座講師

氏名 白川　広之

安全確保

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

その他
参考事項

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ

い。）

専門スタッフ 氏名

ネイチャーゲームの３つのキーワード
自然への気づき・・・・・・・・ネイチャーゲームの目的
さまざまな感覚で自然を感じ、心と体で直接自然を体験することによって、自然界のすべ
てのものがつながっており、自分もそのつながりの一部であることに気づくことです。
 
わかちあい・・・・・・指導員の心構え
大人が子どもに一方的に知識を教えるよりも、大人も子どもも、ともに自然を感じ、自然か
ら得た体験や感動をわかちあおうという姿勢を大切にしています。わかちあうことによっ
て、お互いの自然体験が、相乗的な教育効果を生み出します。
 
フローラーニング・・・・・・プログラムの考え方
参加者の心の状態や学習テーマに合わせて、個々のアクティビティを組み合わせる手法
（フローラーニング）により、それらを組み合わせて、効果的な学習の流れをつくることがで
きます。
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( 認定　）

■

□

■

■

〒 □

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

1時間～1時間30分程度

4～11月、毎週月曜日から金曜日　9時から16時まで
※屋外での見学時の凍結による転倒防止のため

※ご相談ください

提供している環境学習のポイント

「ものづくり」企業の環境保全の取り組み

内　　容

見学可能日時

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（30日前まで）

１回あたり受入れ可能人数

株式会社山本製作所 東根事業所
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

　私たちは、「食糧生産」と「環境保全」という、生命維持に必
要な分野に関わるモノづくりに取り組んでおります。SDGｓが
掲げる持続可能な開発目標とは共通点が多々あるため、そ
の趣旨に賛同し、「山本製作所SDGｓ宣言」を実施しました。
地域そして社会との信頼関係を大切にし、社会課題の解決に
努め、世界が目標に掲げるSDGｓの達成にチャレンジしてま
いります。

ぷらしる （プラスチック材質判別装置 ）

　1年間で1.9メガワット、一般住宅520戸分
の1年間の電力を自家発電しています。
　以前は野球グランドとして地域のみなさま
に開放し地域貢献をしていました。しかし今
は、自らがエネルギーをつくる会社になるこ
とで地球貢献することを目指しています。

HPのURL ： http://www.yamamoto-ss.co.jp

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

担当者名 ： 正成 隼人 h-masanari@yamamoto-ss.co.jp

所在地 999-3701 自然との共生

東根市大字東根甲5800-1
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0237-43-3411

 部 署 名 ： 経営企画部 広報グループ 0237-43-8830

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

株式会社山本製作所
省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 36 平成26年1月24日 環境分野
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

その他
参考事項

実　　績

令和5年度の受入れ実績 15名

令和5年度　米沢市消費者組合
令和4年度　東根市企業連絡協議会「カーボンニュートラル研修」
令和3年度　ひがしねサイエンスアカデミー「プラスチックとリサイクルについ
て」

小学生から大人まで安心してご見学いただけるコースになっております。山
形県に本社を構え、2018年には創業100周年を迎えた歴史ある会社です。
　環境に配慮したモノづくりの製造工程をご見学いただけるほか、自社製品
であるプラスチック材質判別装置「ぷらしる」を活用した「プラスチック」および
「プラスチックリサイクル」に関する授業、ペレットストーブを活用した「木質バ
イオマスエネルギー」に関する授業を実施しています。
　また、2005年から取り組みを開始し、2008年に宣言をした「ゼロエミッション
活動（社内からでる一般廃棄物を会議りなくゼロにする取り組み）」について
もご覧いただけます。普段目にすることがない製造メーカーの産業機械や社
員の働く姿を是非ご覧ください。

安全確保
・帽子を貸与し、落下物によるケガを防止する
・見学の際には専用スタッフが見学者をガイドする
・熱中症予防のための飲料提供（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

第2回ひがしねサイエンスアカデミー 第2回ひがしねサイエンスアカデミー

専門スタッフ 氏名 轟　克久 氏名 正成 隼人

経営企画部 部長
経営企画部

広報グループ グループリーダー
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( 認定　）

■

■

■

□

〒 □

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

提供している環境学習のポイント
※同業他社の場合は事前連絡、

要相談資源の活用や再資源化の事業内容

内　　容

見学可能日時

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　10日前まで）

１回あたり受入れ可能人数

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

１時間～１時間半

制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

30人

●木質ペレット製造施設
庄内地方のクロマツ及びスギの間伐材を原
料に、ペレットストーブやペレットボイ
ラーの燃料となる木質ペレットを製造。

●燃料チップ生産施設
庄内地方の針葉樹や広葉樹の間伐材・未利
用材を破砕しバイオマス発電用燃料を製
造。

●木くず再資源化設備
針葉樹・広葉樹をそれぞれ枝葉・伐根に分けて
再資源化。
広葉樹は土壌改良剤として、針葉樹は果樹園等
の防草、乾燥防止用のマルチング材として製品
化。

●コンクリート破砕処理施設

撤去コンクリート電柱を中心に、ビルの取り壊しや道路、河川の補修工事などから排出されるコンクリートを収集
し、0～40mmのサイズに破砕。その後、アスファルト舗装道路の路盤材として利用できる再生砕石として再資源化。

HPのURL ： https://www.watarai-ec.co.jp

<< 事業の内容 >>

☑ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

担当者名 ： 清和　真弓 mayumi-s@watarai-ec.co.jp

所在地 997-0302 自然との共生

山形県鶴岡市田代字広瀬16-2
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0235-57-4778

 部 署 名 ： 環境事業本部　プラント部　研究開発課 0235-57-4786

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

株式会社渡会電気土木
省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 66 令和5年10月19日 環境分野

木質ペレット
燃料チップ

生産施設

コンクリート

破砕処理施設

木くず

再資源化設備
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

その他
参考事項

実　　績

令和5年度の受入れ実績

鶴岡工業高等学校  22名　（学校の授業）
鶴岡朝暘第三小学校　32名　（学校の授業）
鶴岡市立湯野浜小学校　21名　（学校の授業）

スクリーンを使用して事業内容のDVDを見ていただき、その後工場見学を
し、資源の活用や再資源化の事業内容を説明させていただきました。

安全確保
以下見学前に注意喚起をしています
・稼働している機械、フォークリフト、重機には近づかない
・製造工程で若干の粉塵が堆積している箇所があるため、触れない（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

環境事業本部
プラントエンジニアリング部

研究開発課　係長

環境事業本部
副本部長　兼　製造部長

専門スタッフ 氏名 半澤　静夫 氏名 清和　真弓
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( 認定　）

■

□

□

■

〒 ■

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

■ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 25 平成22年7月13日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

特定非営利活動法人
みなと研究会

省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 守屋　元志　 moriya-m@purple.plala.or.jp

所在地 998-0011 自然との共生

山形県酒田市上安町1丁目5番地の2
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先  080-6018-2820

 部 署 名 ：

HPのURL ： http://minato.yamagata-npo.net/

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

※申込者の予算に応じ講座内容を相
談の上、決定
※一部、助成等を受けて開催する事業
は無料

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（10日前まで）

提供している環境学習のポイント

みなと研究会で独自の「かき小屋酒田港」と称する学習施設が整備さ
れ「山形環境学習物語」による紙芝居。五感で楽しみながら学習。

内　　容

見学可能日時

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

1時間～5時間

申込みに合わせ、その都度開催する。
※NPOみなと研究会　総合体験学習出前講座（内容）かE
メールで申し込んで下さい。ＨＰで紹介しています。随
時（海の生き物、河川の魚の生態で違うので、相談の上
決定）。

体験：10～50名
イベント・講座：50名まで

☆健全で快適な海洋環境を未来に引継ぐ

最上川、酒田北港など現地での体験活動と各学校の体育館、

理科室での講座があります。

・鰰、寒鱈、沖アミ、鯵、鮭等を活用した魚醤造り

・ハタハタの増殖保全体験学習会

・山形県沿岸の藻場保全体験学習会

・カキ殻のリサイクル事業で温暖化防止の講演

・シートベルトでハンモック作り リサイクル出前講座

・廃棄されたエアバッグで救命浮輪を製作

・紙芝居「山形環境学習物語」

・庄内海岸在来種こだま貝の潮干狩り

・かき小屋酒田港による海鮮焼き体験学習

山形県リサイクル認定製品

廃棄されるカキ殻を土壌改良剤へ
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

代表理事

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

・シートベルトでハンモック作り
　　　〃　   猫ちゃんハウス作り
・無農薬、有機栽培（カキ殻）
 体験学習

・循環型海洋資源構築
・森のセラピー　松酒造り
・ハタハタ増殖保全
・藻場保全活動
・エアバッグ・シートベルトで
　防災用品作り

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

専門スタッフ 氏名 守屋　元志 氏名 田村　　勉

監　事

その他
参考事項

・寒鱈の歌
・桜鱒の歌、紙芝居、絵語り
・鱩鰰の歌、紙芝居

　ハタハタ（しょっつる）、寒鱈、真鯛の魚醤造り講座があり、その魚醤を活用
したレシピ（海鮮パスタ、うどん、刺身、試食　他）の出前講座は人気があり
ます。
　出前講座施設（かき小屋）による体験学習で、お昼にカキ焼き等の食事を
取り入れた食育講座が大人気となっています。

実　　績

　令和5年度の受入れ実績

安全確保
・「かき小屋酒田港」による体験学習は、天候に左右されずに随時開催が
　可能です。
・中止基準及び警戒・安全確保の為の対応策等を設けています。
・障害保険等は整備されています。

幼児向けから大人向けまで準備されて

「山形県リサイクル認定製品カキ殻土壌改良剤で日本一美味しい農作物

ボラポートさかた 夏のボランティア体験2023

●廃棄された自動車のエアバッグ、シートベルトで要介護者向け防災用品

づくりの準備作業（エアバッグの糸抜き） 高校生、他 10人

●カキ殻土壌改良剤を製造するためのカキ殻を効率よく乾燥させるための

作業 高校生、他 14人

エアバッグの糸抜き作業
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( 認定　）

■

■

■

■

〒 ■

■

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

■ 電子メール

■ その他（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

　　　※一般家庭電力消費量換算：２８９世帯／年

◆えねこステーション～庄エネの駅～（所在地：酒田市大宮町二丁目2-3）

　太陽光パネル、蓄電池、LED照明、暖房エアコン、IHクッキングヒーター、ＨＥＭＳ、エコキュー
ト)　を壁面ディスプレイや施設内に設置された実際の設備を利用し『見える化』しています。身近なと
こ　ろから始められる『省エネ』について体感しながら学習できるスペースです。

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 45 平成29年9月27日 環境分野

□ 施設
団体名 地球温暖化対策

荘内電気設備株式会社
省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 齊藤剛士 t-saito@shonaidenki.co.jp

所在地 998-0824 自然との共生

山形県酒田市大宮町２ー２－３
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 ０２３４－２８－８１２２

 部 署 名 ： 荘内電気設備株式会社　えねこステーション事業部 ０２３４－２８－８１９５

・実態がわかりにくい『省エネ』について、身近に感じられるよう一般家庭で使用できる省エネ設備
（

HPのURL ： http://www.shonaidenki.co.jp/

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

・発電所・えねこ館：4～11月　9～17時

遊佐町杉沢メガヒカルソーラー発電所・遊佐町杉沢えねこ館・えねこステーション
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

約１５～２０名（応相談）

◆遊佐町杉沢メガヒカルソーラー発電所・遊佐町杉沢えねこ館（所在地：遊佐町杉沢字荷敷38）

・メガソーラー発電所の施設見学が可能です。

・えねこ館では、設置された液晶ﾓﾆﾀｰで現在の発電の状況の確認や、会社がこれまで取り組んできた

　再生可能エネルギー事業についてプロジェクターを使用したプレゼン形式での環境学習が可能です。

・環境学習の映像やプレゼン資料は、小学生向けのものも用意してありますので、幅広い年齢層の方の

　受入れが可能です。

　●発電所 施設概要（運転開始：2015年12月8日）

　　・太陽光パネル：総数８，３６０枚

　　・システム容量：１，３７９．４kW

・また、会社がこれまで取り組んできた再生可能エネルギー事業について独自に作成した映像等での

特になし

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　７日前まで）

※冬期間は積雪により、見学ができません

・えねこステーション：通年　9～17時

　環境学習が可能です。

提供している環境学習のポイント

・太陽光発電・風力発電・ﾊﾞｲｵｶﾞｽ発電等の再生可能エネルギー
・わかりにくい『省エネ』を壁面ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾊﾟﾈﾙで『見える化』

内　　容

見学可能日時

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

約１～２時間
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

　　　　団体　０名 ※一般参加者６１名

遊佐地産地消エネルギー協議会を設立し、地域の脱炭素化推進や経済の活性化に向けて広く一般の方にも
周知していくことを目的に下記のイベントを実施いたしました。

環境学習支援団体　認定

環境保全推進賞　受賞 環境保全推進賞　受賞

えねこステーション　店長 えねこステーション　営業

専門スタッフ 氏名 久木原　満 氏名 齊藤　剛士

安全確保
・えねこステーションは、トイレ（おむつ替えスペースあり）・冷暖房が完備されています。
・メガソーラー発電所敷地内に併設されている遊佐町杉沢えねこ館は２階建ての建物で、　１階に
男女トイレ完備、２階には冷暖房が完備された２４畳の畳部屋にて休憩も可能。緊急時には、光回
線のインターネットも使用することができ、将来的には有事の際の避難場所としても使用できるよう
にする予定です。

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

その他
参考事項

【えねこステーション】

実　　績

令和５年度の受入れ実績

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

さかたエコツアー さかたエコツアー

環境学習支援団体　認定

【外観】

【エントランス】 【ショールーム】

①ゆざ産業まつり再エネクイズ（２０２３．１０．１５） ３２名参加

ゆざ産業まつりのステージにて再生可能エネルギーの知識を

深めて頂くためのクイズ大会を開催。

②遊佐地産地消エネルギー協議会主催 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（２０２３．１０．２８）

遊佐町の未来と地産地消エネルギーを考えるワークショップを開催し、自然エネルギーを使うこと

でまちにどんな良いことがあるか、また昨今の電気代高騰など普段の生活をどう考えているか

など、学生から６～７０代の方まで幅広い世代の方に参加していただきました。
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( 認定　）

■

□

□

□

〒 ■

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

※通年でない場合はその理由

■ 有料 □ 無料

事前予約 ■ 不要

□ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 49 平成30年　9月　20日 環境分野

□ 施設
団体名 地球温暖化対策

一般社団法人　庄内森林保全協会
省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 土門　勝二 choukainomori@jewel.ocn.ne.jp

所在地 999-6839 自然との共生

酒田市土渕字甚治郎向20－1
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0234-62-3323

 部 署 名 ： 眺海の森　森林学習展示館 0234-62-3323

HPのURL ： http//choukainomori.ec-net.jp/

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

森林案内・木工クラフト教室等
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

30名から40名

庄内平野を流れる最上川と日本海、鳥海山や月山など３６０度を眺望できる絶景のロケーション
が特色である眺海の森で、森林の機能を活用した体験を通して、自然に親しみ想像力を養う養う
ことを目的として活動している施設です。定期的に開催する年6回の森林教室の他、週末（土・
日）の散策案内、木工クラフト作成も行っています。

※森林教室参加は事
前予約必要

材料代、保険料など
体験内容によって異なります
森林教室は基本1,000円　他常設木工
クラフトは100～300円程度

（　日前まで）

１回あたり受入れ可能人数

期日指定４月～１１月

利用料金

1～2時間

提供している環境学習のポイント
　森の中での自然観察、自然の素材を利用した木工クラフト等
の創作活動を体験する。

内　　容

見学可能日時

　冬季間（１２～３月）積雪のため休館 所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点
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受付・運営

　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴

167名

木工クラフト

散策案内

598名

277名

（一社）庄内森林保全協会

土門勝二

樋坂節子

その他
参考事項

散策案内等は事前にルート決定をし実施し、危険個所等を把握し活動を実
施している。木工クラフトに関しては、工具等の使用の際、使用方法の説明
等を随時行っている。

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

平成11年より森の案内人として

登録活動

専門スタッフ 氏名 長堀一典

森の案内人協議会会長

森林教室

実　　績

　R5年度の受入れ実績

※他15名の森の案内人登録

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

安全確保
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( 認定　）

□

□

■

□

〒 □

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

・太陽光発電設備28,500kwの施設見学

※風力発電設備16,000kw(2,000kw×8基)については撤去工事を終え、2025年夏から本格的に

　21,000kw(4,200kw×5基)の建設を開始する予定、風力施設見学は見合わせております。

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

30～60分

提供している環境学習のポイント

当発電所は酒田北港地区にあり、各種エネルギーについて、学習可能
です。

内　　容

見学可能日時

見学者の受入れ準備の
ため事前に連絡してもら
えると助かります。

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（７日前まで）

１回あたり受入れ可能人数

平日10:00～16:00

太陽光発電設備風力・発電設備の施設見学
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

　10名程度

HPのURL ： http://www.eneos-re.com/

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

担当者名 ：  　遠田 正明 menta@eneos-re.com

所在地 998-0005 自然との共生

山形県酒田市宮海字南砂畑4-36
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0234(33)2177

 部 署 名 ：  合同会社JRE酒田風力 0234(33)2177

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

合同会社JRE酒田風力 省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 52 令和元年９月２６日 環境分野

○ 施設の概要を記入してください。
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴

安全確保
・港湾道路(県道)駐車帯からの見学
・天候が悪い場合、時間がない場合は車内からの見学
・リモートによるバーチャル見学（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

風力発電設備に係る業務４年 風力発電設備に係る業務４年

火力発電設備に係る業務40年 火力発電設備に係る業務40年

その他
参考事項

実　　績

令和５年度の受入れ実績 ５団体　延べ約１００名程度

風力発電設備に係る業務８年

氏名 丸山　康平

ＪＲＥ酒田風力発電所
　技術員

専門スタッフ 氏名 　太田　浩克 氏名 　遠田　正明

ＪＲＥ酒田風力発電所
　技術員

ENEOSﾘﾆｭｰｱﾌﾞﾙ・ｴﾅｼﾞｰ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝ
ﾄ(株)庄内事業所　所長
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( 認定　）

□

□

□

□

〒 ■

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

□ ■

※通年でない場合はその理由

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 53 令和3年9月26日 環境分野

□ 施設
団体名 地球温暖化対策

NPO法人ひらた里山の会
省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 阿部　将志 nposatoyama1@grape.plala.or.jp

所在地 999-6712 自然との共生

酒田市楢橋字大林４－２
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0234-25-0920

 部 署 名 ： 事務局 0234-54-2418

HPのURL ： http://nposatoyama2009.org

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業　　　　　■ 環境学習講座等事業 対象者

児童、生徒が作業体験をしやすい季節に実施
所要時間

２～３時間

地域を知る総合学習
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

提供している環境学習のポイント
小中学校を対象とした自然体験
学習であるため竹林や森の整備、遊歩道づくり等の体験を通して里山の役割や

大切さを学ぶ

内　　容

見学可能日時 １回あたり受入れ可能人数

６月～１０月
７０人程度

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　30日前まで）

酒田市街地から近い歴史公園や竹林で、小中学校を対象に枝切りや遊歩道整備などを実施し、
竹林や森の環境整備に貢献した達成感と地元自然の豊かさや環境保全の大切さを学習します。
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

ＮＰＯ法人ひらた里山の会
代表理事

ＮＰＯ法人ひらた里山の会
副代表理事

専門スタッフ 氏名 佐藤　忠智 氏名 佐藤　幸一

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

安全確保
受け入れする際は現地の下見、草刈り等を実施し、体験学習が安全に実
施できるように周辺環境を整える。また、ヘルメットや作業道具を貸し出して
いる。（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

その他
参考事項

・酒田市立南平田小学校　自然アドベンチャークラブサポート　児童１８人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３回実施
・酒田市委託事業「ひらた自然体験教室」　３校　児童１４９人　５回実施
・地域づくりセミナー　「望む未来をみんなでつくる-脱炭素で農山村を再生
する-」　やまがた自然エネルギーネットワーク主催　ひらた里山の会共催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般参加者８４
人

実　　績

令和５年度の受入れ実績 　　　　１団体　５１名

　　７月１９日、９月２１日に酒田市立東部中学校１年生を対象に「地域を知
る総合学習」を実施。悠々の杜と竹林での間伐作業体験を実施。森づくりア
ドバイザーの梅津氏から講話で里山の役割や植物の特色などを生徒たち
に学んでもらいました。
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( 認定　）

□

□

□

■

〒 ■

■

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

モデルコース

通年可能

■ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

　申込みの際の注意点 利用料金

日帰：４時間　宿泊：1泊2日

提供している環境学習のポイント

飛島の豊かな自然環境を舞台に、海ごみをテーマとして環境問
題を学び、チームによる課題解決力や柔軟な発想力を養う。

内　　容

見学可能日時

※海のアクティビティは7～8月 所要時間

申込み方法

（　30日前まで）
定期船運賃(往復) 大人4,280円 / 子供2,140円
島内宿泊費(1泊4食) 大人11,680円 / 子供 9,260円
海岸清掃体験 2,500円
海ごみ講座・ワークショップ 2,500円
海のアクティビティ 2,500円
夜光虫観察 3,000円
【宿泊パッケージ】
大人(中学生以上)26,460円
子供 21,900円
【日帰パッケージ】
※海岸清掃・ワークショップのみ
大人 9,280円 子供 7,140円

１回あたり受入れ可能人数

とびしまクリーンツーリズム
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

10～29人。30人以上は要相談

酒田港出航 → 飛島到着 → 旅館チェックイン → 開講式 → 海のアクティビティ → 夕食（BBQ） → 夜光虫観察 → 就寝
朝食・出発 → 島内散策 → 海岸清掃体験・海ごみビンゴ → 散策・休憩 → 海ごみ講座・課題解決ワークショップ
→ 自由時間 → 飛島出航 →酒田港着・解散

日帰り・宿泊共通

【海岸清掃体験・海ごみビンゴ】
①海ごみビンゴカードを使用して、どんなごみが
　流れ着いているか観察する。
②ごみ袋を配布して海岸の海ごみを拾う。
③特徴的な海ごみをいくつか説明する。
④単に清掃活動を行うだけでなく、なぜ海ごみ
　が漂着しているか考える。
【海ごみ講座・課題解決ワークショップ】
①海ごみ講座（国内外の動き、環境への影響な
　ど）を行う。
②チーム毎に海ごみ問題に対するアクションプ
　ランを作成し発表する。

宿泊の場合

【海のアクティビティ】
①スノーケリング体験とイカダ作り体験の２種類を時期に合わせて
  設定する。
②海の遊びに関する安全管理について学ぶ。

【夜光虫観察】
①夜の海での磯の生物や海中の夜光虫を観察する。
②満点の星空や天の川を楽しむ。

【島内散策】
①島内を散策しながら海岸清掃を行う場所を目指す。
②山道では島の自然や歴史文化についてガイドする。
③海岸では島の暮らしや海ごみについてガイドする。

HPのURL ： https://www.tobi-shima.com/

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業　　　　　■ 環境学習講座等事業 対象者

再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 小川 ひかり mail@tobi-shima.com

所在地 998-0281 自然との共生

山形県酒田市飛島字勝浦乙132-19
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0234-96-3800

 部 署 名 ： 0234-95-2150

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 54 令和2年10月6日 環境分野

□ 施設
団体名 地球温暖化対策

合同会社とびしま
省エネルギー

■ 講座
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

　　　2023　年度の受入れ実績

その他
参考事項

Youtube動画:とびしまクリーンツーリズム
https://www.youtube.com/watch?v=Ub91jnC6Pfw

安全確保

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

専門スタッフ 氏名 小川 ひかり 氏名

実　　績

　　　　　48　名

①7月22〜23日：16名
②8月1〜2日：16名
③8月11〜12日：16名

コロナ禍以降初めてのリアル開催となった。「飛島に来てみたかった」「楽しかった」「海ごみ
について学べた」という声を多くいただいた。

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

とびしまクリーンツーリズムに初年度の
2014年から関わり年々変化する海ごみの
状況を理解し体験を提供している。NEAL
インストラクター。アクティビティ・島内ガイ
ド担当。

　　　合同会社とびしま
　　　とびしまコンシェルジュ

実施年毎に安全管理計画書を作成している。
海のアクティビティ時の安全管理、危険生物への対処、悪天候(雷等)への対処、診療所・
駐在所との連携、救急セット携行、ハチノック携行、危険箇所への呼びかけ、熱中症への
配慮
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( 認定　）

□

□

□

■

〒 ■

■

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

■ 有料 □ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

■ 電子メール

■ その他（ウェブ申込みフォーム）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 55 令和2年10月6日 環境分野

□ 施設
団体名 地球温暖化対策

NPO法人パートナーシップオフィス
省エネルギー

■ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： npo-po@nifty.com

所在地 〒998-0843 自然との共生

 山形県酒田市千石町１丁目１２−３８ TOCHiTO交流棟 １F
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0234-26-2381

 部 署 名 ： 0234-28-8191

HPのURL ： npo-po.net

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業　　　　　■ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

10〜100人

海のごみ問題を学ぶ機会に講師派遣をしています。近年はマイクロプラスチックの研究が進み、
G20でも取り上げられるホットな話題です。学校や会社の研修等の機会に学んでみてはいかがで
しょうか。海とごみの問題を見つめ直すことは、私たちのライフスタイルを見直すことにも繋が
ります。
小学生には、体験や動画を交えて３０分程度、学生や社会人にはグループワークや参加者同士の
ディスカッションを交えて１２０分程度まで幅広いプログラムをご用意しております。
とくに小学生や低年齢のお子様向けにはマイクロプラスチックやその他漂着物を利用した万華
鏡、アート制作ワークショップのプログラムもご用意しています。
詳細については、ウェブページを参照。
・出前講座　https://npo-po.net/archives/2447
・万華鏡ワークショップ　https://npo-po.net/archives/2382

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　10日前まで）

講師基本人件費　（技師）＠30,000/日
及び　資料代（内容による見積）

提供している環境学習のポイント

海洋プラスチックごみ問題に係る学習全般及び河川や海岸等に
おけるクリーンアップ活動の企画運営

内　　容

見学可能日時

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

30分〜120分

万華鏡ワークショップにつ出前講座について
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

スタッフ 理事

専門スタッフ 氏名 大谷　明 氏名 金子　博

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ

い。）

講座等実務経歴　10年 講座等実務経歴　20年

企画立案実務経歴　同上 企画立案実務経歴　同上

安全確保

各種講座及びクリーンアップ活動における安全研修及び安全計画書を作成
して実施している。（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

その他
参考事項

実　　績

　　　　2023年度の受入れ実績 　　約20団体　約800名

美しいやまがたの海プラットフォーム（小谷卓代表）出前講座事業では小学
校高学年から、中学校、高校、社会人向けに講座を実施。株式会社みなと
河川協力団体ICC調査に協力。複数の放課後児童クラブや、海と日本プロ
ジェクトイベントにて海洋ごみを使ったワークショップを開催。
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( 認定　）

■

□

■

■

〒 □

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

■ 電子メール

■ その他（　　　　　　） )

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 57 令和　　３年１０月８日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

特定非営利活動法人
山形県リサイクルポート情報センター

省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 齋藤　憲雄 norio@sakataport.co.jp

所在地 998-0005 自然との共生

山形県酒田市宮海字南浜１－５０
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0234-31-7117

 部 署 名 ： 0234-43-6444

HPのURL ： https://www.shonai-recycle.jp/

<< 事業の内容 >>

□ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

リサイクルポート酒田港見学案内・ツアーコーディネート
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

提供している環境学習のポイント

リサイクル施設・再生可能エネルギー施設の見学を調整、案内
等をワンストップサービスで行います。

内　　容

酒田港は、従来の港湾機能だけでなくリサイクル関連企業立地や複数の再生可能エネルギー施設
の稼働が進んでおり、多様な企業が集積しています。また、近年のコンテナ取扱貨物量の増加な
ど様々な分野で本県を支える重要な社会基盤となっています。この酒田港の現況について、県内
のあらゆる世代、様々な分野の皆様に広く知ってもらい、関心を持って頂けるように当ＮＰＯ法
人が、平成30年より酒田港見学ツアーガイドサービス事業を計画・実施しております。本事業を
通じて、港湾インフラ特性を活用した産業観光による教育や今後の港湾振興にもつながるものと
考えています。本事業は令和２年度の「やまがた公益大賞」をいただきました。

見学可能日時 １回あたり受入れ可能人数

平日９：００～１６：００まで
３～５０名ほど（要相談）

所要時間

施設毎で違うため都度ご相談ください。

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

※見学施設の要望に
より見学不可の場合が
あります。屋外の施設
の場合、天候によって
見学場所を変更する場
合がございます。

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（　30　日前まで）

ホームページにて。

○ 施設の概要を記入してください。
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

専門スタッフ 氏名 齋藤　憲雄 氏名

特定非営利活動法人山形県リサ
イクルポート情報センター　主幹

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ

い。）

平成30年より、本事業を立ち上げ
１００件以上の酒田港見学・案内
コーディネート業務を行っておりま
す。

その他
参考事項

※令和５年度より、酒田北港緑地展望台の指定管理団体となりました。酒田
港を一望できる展望デッキと視聴覚施設を利用した「オンライン・ライブ見学
会」を併用して、酒田港見学を行っています。

安全確保 作業見学の場合、ヘルメットの着用を必須とさせていただいております。見
学場所が港湾内の為、天候が変動しやすい時期もございますが、山形県港
湾事務所と連絡を取りながら、安全な見学運営に努めてまいります。（見学者の受入れに際

し、配慮していること）

実　　績

令和５年度の受入れ実績 　　　　３１団体　1,201名
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( 認定　）

■

□

■

■

〒 ■

■

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 □ ファックス

□ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

1時間程度

提供している環境学習のポイント

庄内初の営農型太陽光発電を実際に見ることができ、
再生可能エネルギーの重要さを学ぶことができます。

内　　容

見学可能日時

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（20日前まで）

■ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

通年

制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

10～20人

総務部 0234-52-3466

HPのURL ： http://www.mechanic.co.jp

<< 事業の内容 >>

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 池田　乃望 mechanic@hyper.ocn.ne.jp

所在地 999-6701 自然との共生

山形県酒田市砂越字中台70番地
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0234-52-2417

 部 署 名 ：

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 62 令和4年10月6日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

株式会社メカニック
省エネルギー

令和3年5月28日、当社が営農する水田に、庄内初の「営農型太陽光発電（ソーラーシェアリング）」を

設置し、「ひらた石橋ソーラーファーム」の運転を開始しました。 営農型太陽光発電とは、同じ土地で

農業を営みながら太陽光発電を行う設備のことをいい、様々な農作物の栽培で活用されています。

SDGｓの観点から、①地球温暖化による環境変化に対応 ②中山間地域の人口減少の緩和 ③食料

自給率の維持と改善 の3点に取り組んでいます。

当社は、後継者不足や少子高齢化など、地域の農業存続の課題を受け、太陽光発電による売電益

と稲作の収入で、若い人たちがチャレンジしたいと思えるような持続可能な農業を目指したいと思い、

この事業に取り組みました。
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

その他
参考事項

実　　績

　令和５年度の受入れ実績 　　10団体 約30名

安全確保 ・野外見学のため、寒さ・暑さ対策を行うよう呼び掛けています。

（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

・地域学生へのSDGｓ講和 ・講演会等の補助

・エコカップやまがた2021参加

専門スタッフ 氏名   佐藤 優 氏名   池田  乃望

代表取締役 総務部 主任

10/7 稲刈りイベント7/24 山形ｿｰﾗｰｼｪｱﾘﾝｸﾞ研究会

・7/24　 山形ソーラーシェリング研究会　ひらた石橋ソーラーファーム視察

・10/31　板橋区議会の環境に関心のある方々 ひらた石橋ソーラーファーム視察

・10/7　 ひらた石橋ソーラーファーム稲刈りイベント
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( 認定　）

■

□

■

□

〒 □

□

□

 ＴEL　：

 FAX　：

 Email ：

■ □

□ 有料 ■ 無料

事前予約 □ 不要

■ 要

予約方法 ■ 電話 ■ ファックス

■ 電子メール

□ その他（　　　　　　）

様式第６号（第６条関係）

環境学習施設等（講座等）事業報告書
種別 認定番号 44 平成28年9月16日 環境分野

■ 施設
団体名 地球温暖化対策

加藤総業株式会社
省エネルギー

□ 講座
再生可能エネルギー

循環型社会形成

担当者名 ： 梅津　訓子 umetsu-kuniko@katosogyo.co.jp

所在地 998-0875 自然との共生

酒田市東町一丁目1番地の8
生活環境の保全

その他（　　　　）

連絡先 0234-23-5418

 部 署 名 ： 新エネルギー事業本部 0234-23-5410

HPのURL ： http://www.katosogyo.co.jp

<< 事業の内容 >>

■ 環境学習施設等事業　　　　　□ 環境学習講座等事業 対象者

１回あたり受入れ可能人数

毎週月曜日～金曜日　9時～15時

風力発電設備の見学
制限なし 制限あり

制限ありの場合、対象者とその理由

30名程度
※30名以上の場合はご相談ください

[座学]
　風力発電の仕組み、山形県内における風車について、洋上風力発電事業の現在の状況
　など、風力発電に関することが学べます。

[工作]
　要望に応じて、ペットボトル風車の工作をすることもできます。工作を通じで発電のしくみつ
　いて学べます。

[見学]
　風力好適地である庄内地方日本海沿岸域に建っている実際の風車を見学し
　大きさを体感することができます。

有料の場合はその理由及び金額の積算根拠

（14日前まで）

予約受付時間
8時～17時

提供している環境学習のポイント

風のチカラを利用して電気をつくる仕組みについて

内　　容

見学可能日時

所要時間

申込み方法 　申込みの際の注意点 利用料金

約1時間
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　所属・役職名 　所属・役職名

　環境学習に関する主な経歴 　環境学習に関する主な経歴

常務取締役
新エネルギー事業本部長

新エネルギー事業本部
課長代理

専門スタッフ 氏名 海藤　俊和 氏名 梅津　訓子

（環境学習施設につい
て説明できるスタッフを
１名以上記入してくださ
い。）

安全確保

見学時、対応者が必要に応じて危険がないように注意を促しています
（見学者の受入れに際
し、配慮していること）

その他
参考事項

実　　績

令和５年度の受入れ実績 　　　　6団体　　　約200名
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